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値
で
あ
る
価
値
創
造
の
計
算
・
把
握
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
国
民
経
済
に
対
す
る
個
別
経
営
の
寄
与
と
し
て
の
価
「
過
去
十
年
ド
イ
ツ
に
お
い
て
生
じ
た
巨
大
な
損
失
に
つ
い
て
み
る
と
、
経
済
領
域
に
つ
い
て
は
各
人
の
給
付
、
し
た
が
っ
て
全
体
の
給
付
の
一
般
的
向
上
よ
り
重
要
な
も
の
は
な
い
。
と
り
わ
け
種
々
な
る
産
業
部
門
に
お
け
る
経
営
の
一
般
的
給
付
の
向
上
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
産
業
経
営
の
か
か
る
給
付
向
上
は
、
給
付
お
よ
び
そ
の
変
化
の
確
実
な
測
定
が
保
た
れ
る
場
合
に
の
み
実
務
的
に
な
し
得
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
産
業
経
営
の
給
付
向
上
を
め
ぐ
る
努
力
が
適
切
な
給
付
測
定
の
努
力
と
結
び
つ
か
ね
ば
な
ら
ず
、
（注）
1
本
書
は
こ
の
努
力
に
役
立
つ
。
」
M
.
R
・
レ
ー
マ
ン
教
授
は
、
そ
の
著
「
価
値
創
造
計
算
に
よ
る
給
付
測
定
」
(M.R.
L
e
h
m
a
n
n
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給
付
及
び
そ
の
計
算
的
捕
捉
と
、
そ
の
統
計
的
比
較
方
法
に
重
要
な
意
義
を
与
え
、
そ
の
た
め
に
、
一
般
的
経
営
給
付
に
対
す
る
尺
度
値
創
造
」
の
把
握
を
、
原
価
計
算
形
体
の
中
に
導
入
し
、
こ
の
価
値
創
造
計
算
の
形
式
と
、
そ
の
実
行
の
問
題
に
つ
い
て
論
ず
る
。
に
お
い
て
右
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
山
上
達
人
—
ー
経
営
産
出
所
得
の
測
定
の
純
化
に
よ
せ
て
1
に
つ
い
て
の
一
考
察
四
〇
一
般
的
経
営
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レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
価
値
創
造
は
、
国
民
経
済
全
体
と
し
て
み
た
場
合
、
経
営
が
国
民
経
済
な
い
し
は
全
体
経
済
の
全
所
得
あ
る
い
は
そ
の
社
会
生
産
物
に
対
し
て
貢
献
し
た
割
当
分
で
あ
る
。
d
e
s
 (einzelner) 
B
e
t
r
i
e
b
s
 z
u
m
 v
o
l
k
s
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
 
E
i
n
k
o
m
m
e
n
)
」
、
と
し
て
安
生
表
さ
れ
る
。
ま
た
現
代
の
貨
幣
信
用
経
済
の
下
で
は
、
国
民
所
得
し
た
が
っ
て
（
そ
れ
に
対
す
る
個
別
経
営
の
寄
与
と
し
て
の
）
価
値
創
造
は
、
所
得
面
(
G
u
t
e
r
e
i
n
k
o
m
m
e
n
)
と
貨
幣
所
得
面
(
G
e
l
d
e
i
n
k
o
m
m
e
n
)
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
的
概
念
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
｛
声
茜
翌
賑
1
1
瞭
圧
依
h
汁
(erzeugtes)
M
濤
涛
寧
1
1
賑
圧
喰
h
汗
途
泰
浬
李
」
。
財
貨
所
得
面
は
ま
た
二
つ
の
構
成
分
か
ら
な
る
。
そ
の
一
っ
は
個
々
の
経
営
が
積
極
面
（
売
上
面
）
に
お
い
て
財
の
産
出
に
貢
献
す
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
。
レ
ー
マ
ン
の
い
わ
ゆ
る
「
価
値
創
造
」
(We
r
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
)
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
そ
の
計
算
的
把
握
の
原
理
は
ど
（注）
3
（注）
2
（注）
1
本
稿
に
お
い
て
私
は
、
四
（注）
2
（注）
3
レ
ー
マ
ン
の
こ
の
書
の
内
容
を
紹
介
し
な
が
ら
、
若
干
の
問
題
点
を
指
摘
し
よ
う
と
試
み
た
。
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e
h
m
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n
n
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本
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
経
営
経
済
性
の
指
標
と
し
て
の
相
対
的
価
値
創
造
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
経
営
経
済
性
の
測
定
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
レ
ー
マ
ン
の
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
紹
介
と
し
て
、
次
稿
が
あ
る
。
本
田
利
夫
「
レ
ー
マ
ソ
価
値
創
造
計
算
」
（
産
業
経
理
昭
和
三
0
年
一
0
月）
高
田
正
淳
「
付
加
価
値
の
会
計
的
表
示
」
（
会
計
昭
和
―
―
―
一
年
九
月
）
小
川
冽
「
付
加
価
値
計
算
に
つ
い
て
」
（
早
稲
田
商
学
昭
和
一
―
―
―
一
年
九
月
）
等
。
す
な
わ
ち
「
｛
耳
茜
翌
賑
1
1
画
邪
際
濠
0
涛
寧
丙
溶
斗
が
（
菌
g-j)
際
晦
0
濤
要
9
(
B
e
i
t
r
a
g
必
然
的
に
二
側
面
1
1
財
貨
す
な
わ
ち
価
値
創
造
は
二
面
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第一表 価値創造的思考の基礎観念
借方前給付原価＝外部から受入れた物財価値(-)
産出財貨所得としての価値創造
＝産出貨幣所得としての価値創造：
a) 労働収益
b) 公共収益
C) 資本収益（残高）
総収益＝外部へ交付し
た物財価値(+)
貸方
冨
圧
喰
h
f
J塁
誓
遥
"11
遠
塞
活
財
＋
≫
沖
淀
財
＋
減
卦
走
財
」
。
（
注
）
4
家
、
c
資
本
供
給
者
あ
る
い
は
資
本
利
子
者
の
三
者
で
あ
り
、
な
い
。
涛
寧
11
郡
淀
賂
ー
菩
溶
ヰ
涸
｛
耳
」
。
つ
ぎ
に
貨
幣
所
得
面
は
価
値
的
に
は
産
出
さ
れ
た
財
貨
所
得
と
同
額
で
る
部
分
（
プ
ラ
ス
の
面
）
、
他
の
一
っ
は
仕
入
面
に
お
い
て
消
極
的
所
得
産
出
と
み
な
さ
れ
る
財
貨
消
費
面
（
マ
イ
ナ
ス
面
）
で
あ
り
、
前
者
は
経
営
の
総
収
益
(
R
o
h
e
r
t
r
a
g
e
)
、
後
者
は
前
給
付
原
価
(
V
o
r
l
e
i
s
t
u
n
g
s
k
o
s
t
e
n
)
と
呼
ば
れ
る
。
前
者
か
ら
後
者
を
差
引
く
と
、
産
出
さ
れ
た
財
貨
所
得
が
導
き
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
蹄
圧
昧
江
沖
翌
蔦
あ
る
が
、
こ
の
場
合
経
営
が
種
々
な
る
社
会
関
係
者
に
直
接
に
役
立
つ
と
い
う
事
実
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
経
営
の
社
会
関
係
者
(Sozial
p
a
r
t
n
e
r
)
 
は
、
⑥
広
義
の
工
場
労
務
者
ー
独
立
企
業
家
な
い
し
は
経
営
指
導
者
（
株
式
会
社
・
有
限
会
社
の
）
を
含
む
ー
、
⑮
財
政
官
庁
を
通
じ
て
の
全
体
の
代
表
者
た
る
国
各
社
会
関
係
層
に
よ
っ
て
労
働
収
益
(
A
r
,
b
e
i
t
s
e
r
t
r
a
g
e
)
 (
従
業
員
の
分
配
分
ー
主
な
る
も
の
は
賃
金
給
料
）
、
公
共
収
益
(
G
e
m
e
i
n
e
r
t
r
a
g
e
)
(全
体
の
分
配
分
と
り
わ
け
税
金
）
お
よ
び
資
本
収
益
(
K
a
p
i
t
a
l
e
r
t
r
a
g
e
)
(
資
本
供
与
者
に
帰
す
額
、
残
高
の
性
格
を
も
つ
も
の
）
が
産
出
さ
れ
る
。
こ
の
三
者
の
合
計
が
産
出
さ
れ
た
貨
幣
所
得
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
今
以
上
述
べ
た
レ
ー
マ
ン
の
価
値
創
造
概
念
を
簿
記
形
式
で
示
す
と
第
一
表
の
よ
う
に
な
る
。
で
は
価
値
創
造
は
如
何
に
し
て
計
算
・
把
握
さ
れ
る
か
。
レ
ー
マ
ン
は
い
う
。
価
値
創
造
計
算
に
お
い
て
は
、
簿
記
決
算
の
一
部
分
と
し
て
の
成
果
計
算
(
E
r
f
o
l
g
s
r
e
c
h
n
u
n
g
)
が
こ
の
新
し
い
計
算
目
的
に
適
合
す
る
よ
う
な
新
し
い
形
式
で
採
用
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
通
常
の
成
果
計
算
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
価
値
創
造
は
経
営
給
付
の
大
き
さ
で
あ
る
た
め
経
営
外
的
お
よ
び
臨
時
的
費
用
収
益
項
目
は
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
四
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レ
ー
マ
ソ
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
（注）
4
価
値
創
造
思
考
へ
の
変
形
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
四
（
他
人
資
本
利
子
）
ー
こ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
後
述
ー
と
、
自
己
資
本
に
帰
属
す
る
割
当
分
（
残
部
）
に
分
た
れ
る
。
こ
の
価
値
創
造
計
算
の
計
算
把
握
形
式
を
示
す
も
の
と
し
て
第
二
表
が
示
さ
れ
、
そ
し
て
こ
れ
は
経
営
経
済
的
簿
記
決
算
1
1
成
果
計
算
に
照
応
す
る
本
書
に
お
い
て
レ
ー
マ
ソ
は
一
節
を
割
い
て
、
価
値
創
造
お
よ
び
価
値
創
造
計
算
思
考
が
、
経
済
政
策
の
領
域
か
ら
経
営
経
済
的
方
法
へ
展
開
さ
れ
た
歴
史
的
発
展
過
程
に
つ
い
て
主
と
し
て
彼
の
過
去
の
論
文
を
跡
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
述
ぺ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
一
九
―
―-
0年
代
に
お
い
て
漸
く
経
営
経
済
的
領
域
に
拡
充
さ
れ
そ
の
場
合
、
取
引
税
(
U
m
s
a
t
z
s
t
e
u
e
r
)
の
変
革
と
、
L
S
~
0
の
実
施
に
よ
る
企
業
家
賃
金
及
び
危
険
補
償
費
の
計
算
が
直
接
的
契
機
で
あ
っ
た
と
い
う
。
(Derselbe;
a.a.O. 
s.s. 
102~107) 
あ
る
。
ま
た
経
営
が
斉
ら
す
資
本
収
益
は
、
そ
れ
は
更
に
外
部
資
本
供
与
者
の
た
め
の
資
本
収
益
の
割
当
(
A
r
b
e
i
t
s
k
o
s
t
e
n
)
・
共
同
体
費
(
G
e
m
e
,
価
値
創
造
計
算
か
ら
除
外
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
レ
ー
マ
ン
は
、
ま
た
価
値
創
造
計
算
が
誤
り
な
く
遂
行
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
前
記
の
総
収
益
、
前
給
付
原
価
お
よ
び
価
値
創
造
の
三
項
目
グ
ル
ー
プ
の
正
し
い
分
離
に
よ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
か
っ
て
「
原
価
計
算
論
」
(
"
I
n
d
u
s
t
r
i
e
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
.
 4Aufl,. 1
9
5
1
)
で
、
原
価
発
生
の
基
礎
と
な
る
と
こ
ろ
の
原
価
財
(Kostengiiter)
の
特
性
に
よ
る
原
価
の
区
分
か
ら
七
つ
の
原
価
種
類
(
K
o
s
t
e
n
a
r
t
e
n
)
グ
ル
ー
プ
を
区
別
し
た
。
そ
し
て
こ
の
区
分
に
立
脚
し
て
、
価
値
創
造
計
算
に
お
い
て
は
、
借
方
側
す
な
わ
ち
前
給
付
原
価
に
材
料
費
(Stoffkosten)
・
減
価
償
却
費
(
A
b
s
c
h
r
e
i
b
u
n
g
s
k
o
s
t
e
n
)
・
外
部
用
役
費
(
F
r
e
m
d
d
i
e
n
s
t
k
o
s
t
e
n
)
•
危
険
費
(
W
a
g
n
i
s
k
o
s
t
e
n
)
を
属
さ
せ
、
貸
方
側
の
総
収
益
か
ら
差
引
い
た
借
方
残
高
で
あ
る
価
値
創
造
の
項
目
グ
ル
ー
プ
に
労
務
費
i
n
s
c
h
a
f
t
s
k
o
s
t
e
n
)
 • 
~
t
·
H費
(
V
e
r
z
i
n
s
u
n
g
s
k
o
s
t
e
n
)
を
属
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
点
は
価
値
創
造
項
目
に
属
す
る
三
つ
の
原
価
種
類
は
、
価
値
創
造
計
算
に
お
い
て
は
も
は
や
原
価
・
費
用
の
性
質
の
も
の
で
は
な
く
収
益
の
性
格
を
も
っ
と
い
う
こ
と
で
残
高
的
な
性
格
を
も
ち
、
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(
W
e
r
k
)
(
1
1
技
術
概
に
対
応
す
る
作
業
経
営
概
念
は
彼
に
握
さ
れ
る
。
す
な
わ
営
業
(
G
e
s
c
h
a
f
t
)
領
域
（
調
達
・
販
売
）
念
）
で
あ
り
、
こ
の
ち
最
狭
義
の
経
営
は
あ
っ
て
は
三
重
に
把
だ
ろ
う
か
。
に
把
握
さ
れ
て
い
る
経
営
は
、
レ
ー
マ
ソ
産
出
場
所
(Erzeu,
g
u
n
g
s
o
r
t
)
で
あ
る
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
さ
て
価
値
創
造
の
第二表
借方
価値創造確定の原理
価値創造計算としての経営成果計算 貸方
前給付原価：
(1)原材料 571,795 
補助•経営材料•動力費~ 1,061,214 
(3)減価償却費 83,065 
l5)外部労務費 52,019 
外部修繕費 73,935 
保険料 1,667 
運送料 10,889 
仲介手数料 20,170 
その他外部用役費 仕凸笹
(7)危険損失（危険費）
200,342 
12,313 
合計： 1,356,934
価値創造：
(2)賃金給料
法的社会費
任意的社会費
従業員に対するその
他の手当
(6)取引税及び課税等
財産税
応急援助費
ベルリン救済税を含
む事業税
(4)他人資本利子
経営投下自己資本収益
（残高）
223;955 
23,536 
46,474 
46,925 
56,053 
4,186 
17,218 
69,111 
19,853 
340,890 
146,568 
壁
合計： 574,860 
1,931,794 
87,402 
総収益：
主要売上
副売上
製品棚卸高増加
設備の自家製造高
1,559,011 
325,408 1,884,419 
696 
46,679 
合計： 1,931,794 
レ
ー
マ
ソ
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
四
四
借方
経営外的及び臨時費用
年度貸借対照表利益
果
1,414 
66,699 
（ ）内の数字は，原価種類の項目竺
総 成 計 算
経営投下自己資本収益
経営外的及び臨時的収益
1,931,794 
貸方
67,549 
564 
68,113 
145 
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
四
五
r
e
c
h
n
u
n
g
)
で
行
う
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
）
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
す
な
わ
ち
レ
ー
マ
ン
の
経
営
概
念
は
技
術
的
観
点
に
立
つ
。
資
本
制
企
業
1
経
営
経
済
は
一
面
に
お
い
て
は
本
来
的
な
使
用
価
値
を
第三表 全体としての経営経済内の価
値創造産出場所としての経営
営
業
領
域
及
び
作
業
領
域
を
包
括
す
る
も
の
が
生
産
単
位
と
し
て
の
経
営
（
広
義
の
経
営
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
対
立
概
念
で
あ
る
（注）
5
（注）
6
財
務
単
位
と
し
て
の
企
業
（
狭
義
の
企
業
）
と
合
体
し
て
最
広
義
の
経
営
(11
広
義
の
企
業
）
た
る
経
営
経
済
に
包
摂
さ
れ
る
。
本
書
に
お
い
て
も
レ
ー
マ
ン
は
価
値
創
造
産
出
場
所
と
し
て
の
経
営
の
本
質
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
、
価
値
創
造
計
算
の
前
提
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
全
体
と
し
て
の
経
営
経
済
内
の
価
値
創
造
産
出
場
所
と
し
て
の
経
営
」
と
い
う
表
（
第
三
表
参
照
）
を
示
し
て
⑥
全
体
と
し
て
の
経
営
経
済
…
財
務
経
済
的
企
業
と
生
産
経
済
的
経
営
と
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
り
、
価
値
創
造
計
算
に
お
い
て
は
第
二
表
の
総
成
果
計
算
で
行
う
。
⑮
広
義
の
経
営
・
：
経
営
経
済
の
部
分
領
域
を
表
現
す
る
も
の
で
原
価
計
算
の
経
営
概
念
に
照
応
し
（注）
7
L
S
~
0
(
L
S
P
)の
「
経
営
に
必
要
な
財
産
お
よ
び
資
本
」
が
述
べ
ら
れ
る
場
合
に
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
本
来
的
な
生
産
活
動
が
中
心
と
な
り
、
しヽ
ま
た
顧
客
お
よ
び
供
給
者
に
対
す
る
信
用
経
済
的
関
係
す
な
わ
ち
財
務
経
済
的
性
質
の
も
の
を
あ
る
程
度
包
含
す
る
。
c
狭
義
の
経
営
・
・
・
最
も
純
粋
な
形
式
で
の
産
業
活
動
に
注
意
す
る
場
合
。
こ
の
経
営
が
国
民
経
済
的
財
貨
所
得
お
よ
び
貨
幣
所
得
に
対
す
る
貢
献
と
し
て
の
価
値
創
造
の
本
来
的
な
産
出
場
所
で
あ
（注）
8
（注）
9
り
、
価
値
創
造
計
算
の
形
体
に
対
し
て
決
定
的
意
義
を
も
つ
。
（
こ
こ
で
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
経
営
が
産
出
し
た
資
本
収
益
の
中
、
財
務
経
済
的
な
も
の
I
例
え
ば
他
人
資
本
利
子
は
第
二
表
の
価
値
創
造
計
算
か
ら
除
い
て
総
成
果
計
算
(
G
e
s
a
m
t
,
E
r
f
o
l
g
s
,
＇尋 6
（注）
9
（注）
8
（注）
7
（注）
6
（注）
5
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
生
産
す
る
技
術
的
範
疇
と
し
て
の
労
働
過
程
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
価
値
を
生
産
す
る
価
値
形
成
・
増
殖
過
程
で
あ
る
。
資
本
（
注
）
1
0
制
企
業
1
経
営
経
済
は
こ
の
よ
う
な
二
契
機
の
統
一
体
と
し
て
構
造
的
に
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
価
値
を
創
造
す
る
主
体
的
契
機
は
労
働
で
あ
る
。
経
営
経
済
に
現
わ
れ
た
外
部
事
象
よ
り
機
械
的
・
技
術
的
に
湯
所
領
域
の
差
と
い
う
こ
と
か
ら
経
営
経
済
を
分
類
す
る
レ
ー
マ
ン
の
考
え
は
、
余
り
に
も
一
方
の
契
機
1
技
術
的
側
面
に
と
ら
わ
れ
て
歴
史
的
範
疇
と
し
て
の
資
本
制
企
業
の
本
質
を
把
握
し
得
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
単
に
技
術
的
概
念
で
あ
る
狭
義
の
経
営
(11
場
所
と
し
て
の
）
で
働
く
凡
て
の
労
働
・
資
本
財
の
要
因
を
価
値
を
創
造
す
る
も
の
と
し
て
規
定
す
る
結
果
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
レ
ー
マ
ン
の
こ
の
経
営
概
念
の
把
握
は
ま
た
、
彼
の
原
価
概
念
に
お
い
て
集
約
的
に
表
現
さ
れ
る
。
私
は
彼
の
原
価
概
念
の
分
析
に
レ
ー
マ
ソ
の
経
営
概
念
は
つ
と
に
彼
の
「
経
営
経
済
学
総
論
」
一
版
に
お
い
て
確
立
さ
れ
て
い
る
。
(
D
e
r
s
e
l
b
e
;
"
 Al
l
g
e
m
e
i
n
e
 B
e
t
r
,
 
i
e
b
s
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
l
e
h
r
e
 lAufl,, 
1928. 
s.50)
な
お
D
e
r
s
e
l
b
e
;
2Auft. 
1
9
4
9
 s.43
参
照
。
ま
た
前
掲
書
三
阪
に
お
い
て
も
一
阪
・
ニ
版
の
思
考
を
う
け
つ
い
で
更
に
取
引
段
階
(
U
m
s
a
t
z
s
t
u
f
e
n
)
と
取
引
湯
所
(
U
m
s
a
t
z
s
t
e
,
llen)
と
の
関
連
の
下
に
、
経
営
活
動
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
(
D
e
r
s
e
l
b
e
;
a.a.O. 
3Aufl. 
1956, 
s.s.60~65) 
Leitsiitze 
f
u
r
 d
i
e
 
P
r
e
i
s
e
r
m
i
t
t
l
u
n
g
 a
u
f
 
G
r
u
n
d
 d
e
s
 
S
e
l
b
s
t
k
o
s
t
e
n
 b
e
i
 
L
e
i
s
t
u
n
g
e
n
 f
u
r
 offentliche 
A
u
f
t
r
a
,
 
g
g
e
b
e
r
 
(1938/42) ・
こ
の
改
訂
が
Leitsiitze
fiir 
d
i
e
 P
r
e
i
s
e
r
m
i
t
t
l
u
n
g
 a
u
f
 G
r
u
n
d
 v
o
n
 S
e
l
b
s
t
k
o
s
t
e
n
 
(1954) 
(L. 
S.P)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
G
u
i
d
o
F
i
s
c
h
e
r
;
 
"
L
S
O
|
L
S
P
|
P
r
e
i
s
 u
n
d
 K
o
s
t
e
n
,
,
 Q
u
e
l
l
e
 &
 
Meyer•Heide, 
I
b
e
r
g
 1
9
5
4
参
照
。
な
お
、
レ
ー
マ
ソ
の
経
営
概
念
は
「
原
価
計
算
論
」
に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
計
算
領
域
の
区
分
よ
り
計
算
制
度
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
(
D
e
r
s
e
l
b
e
;
"
I
n
d
u
s
t
r
i
e
 K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
,
,
 
1951 
s.s.6~11) 
な
お
、
レ
ー
マ
ン
は
経
営
統
計
領
域
へ
も
経
営
概
念
を
拡
充
し
て
い
る
。
(
D
e
r
s
e
l
b
e
;
"
G
r
u
n
d
f
r
a
g
e
n
 u
n
d
 
S
a
c
h
g
e
b
i
e
t
e
 d
e
r
 
industriellen 
Betriebsstatistik,, 
1953. 
s.s.51~57) 
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
1
考
察
（
山
上
）
四
六
147 
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
四
七
レ
ー
マ
ン
の
経
営
概
念
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
す
で
に
つ
ぎ
の
二
著
が
あ
る
。
中
西
寅
雄
「
経
営
経
済
学
」
（
昭
和
六
年
）
の
第
二
章
の
二
「
経
営
と
企
業
」
六
八
l
八
八
頁
北
川
宗
蔵
「
経
営
学
の
本
質
及
び
類
型
に
関
す
る
基
本
的
考
察
」
（
経
営
研
究
第
一
―
一
号
）
そ
の
他
、
レ
ー
マ
ン
の
経
営
学
の
最
近
の
紹
介
文
献
と
し
て
は
つ
ぎ
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
市
原
季
一
「
ド
イ
ッ
経
営
学
」
（
森
山
書
店
昭
和
1
一
九
年
）
、
同
「
レ
ー
マ
ソ
の
経
営
学
」
（
東
洋
経
済
新
報
社
「
ド
イ
ッ
経
営
学
（
上
）
」
所
収
昭
和
―
―
―
二
年
）
、
小
島
三
郎
「
経
営
の
経
済
学
に
つ
い
て
」
（
「
経
営
会
計
研
究
」
所
収
昭
和
三
一
年
）
、
佐
藤
孝
一
「
レ
ー
マ
ン
の
貸
借
対
照
表
観
」
（
産
業
経
理
昭
和
三
一
年
七
月
）
、
細
井
卓
「
財
務
論
ー
ド
イ
ッ
財
務
詢
の
特
色
」
（
P
．R
昭
和
三
1
一
年
―
一
月
）
等
。
（
本
稿
脱
稿
後
、
鍋
島
達
「
流
動
性
概
念
の
研
究
」
（
会
計
昭
和
三
一
一
一
年
四
月
）
が
発
表
さ
れ
て
い
る
）
。
レ
ー
マ
ン
の
原
価
概
念
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
。
こ
の
場
合
彼
は
簿
記
的
費
用
と
の
相
違
と
い
う
視
角
か
ら
ア
（注）
1
プ
ロ
ー
チ
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
ま
ず
第
一
に
原
価
は
、
山
産
業
経
営
経
済
の
経
営
費
用
で
あ
る
…
す
な
わ
ち
産
業
原
価
計
算
は
製
造
単
位
と
し
て
の
産
莱
経
営
の
領
域
に
関
す
る
計
算
領
域
で
あ
る
故
、
そ
の
他
の
凡
ゆ
る
種
類
の
費
用
す
な
わ
ち
経
営
外
的
及
び
財
務
費
用
は
原
価
性
を
も
ち
得
な
い
。
第
二
に
原
価
は
、
③
正
規
の
経
営
費
用
で
あ
る
…
す
な
わ
ち
原
価
計
算
は
「
経
営
事
象
の
正
常
性
」
を
目
棋
と
す
る
た
め
特
別
な
（
臨
時
的
な
）
経
営
費
用
は
分
離
さ
れ
る
。
更
に
原
価
は
、
③
完
全
な
組
織
的
費
用
で
あ
る
…
こ
こ
で
計
算
給
料
・
自
己
資
本
利
子
お
よ
び
一
般
危
険
費
、
又
自
己
製
品
の
自
己
消
費
に
関
す
る
項
目
が
原
価
性
を
も
つ
。
最
後
に
原
価
は
、
出
原
価
計
算
の
た
め
に
標
準
と
な
る
（
注
）
12
評
価
基
準
の
下
で
計
算
さ
れ
た
完
全
な
正
規
の
経
営
費
用
で
あ
る
…
す
な
わ
ち
原
価
計
算
に
お
い
て
は
簿
記
的
価
値
と
は
違
っ
た
評
価
（注）
13
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
レ
ー
マ
ン
は
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、
原
価
を
種
々
な
る
方
向
か
ら
区
別
し
、
そ
の
一
方
法
と
し
て
（注）
14
前
述
の
七
つ
の
原
価
グ
ル
ー
プ
を
導
き
出
す
。
（注）
10
148 
材
料
費
は
材
料
の
消
費
よ
り
生
ず
る
凡
ゆ
る
原
価
で
あ
り
、
労
務
費
は
労
働
給
付
に
対
し
て
経
営
者
が
補
償
す
る
も
の
で
あ
り
、
れ
に
は
い
わ
ゆ
る
計
算
的
給
料
（
独
立
企
業
者
給
付
に
対
す
る
原
価
計
算
的
前
補
償
）
が
属
す
る
。
減
価
償
却
費
は
種
々
な
る
使
用
財
・
設
備
の
利
用
な
い
し
価
値
減
少
よ
り
生
ず
る
原
価
で
あ
り
、
第
一
に
物
的
設
備
価
値
（
経
営
手
段
）
、
つ
ぎ
に
無
形
資
産
価
値
の
減
価
償
却
が
こ
れ
に
属
し
、
ま
た
使
用
に
よ
る
価
値
減
少
だ
け
で
は
な
く
技
術
的
発
展
、
売
上
市
場
の
需
要
変
化
の
予
見
か
ら
生
ず
る
も
の
も
考
慮
さ
れ
(
L
S
0
)
、
考
察
対
象
と
な
る
の
は
経
営
目
的
の
設
備
資
産
の
み
で
あ
る
。
利
子
費
は
製
造
過
程
に
入
っ
て
来
た
資
本
に
対
す
る
補
償
で
あ
り
借
入
資
本
に
対
す
る
財
務
的
利
子
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
利
子
費
と
し
て
は
只
原
価
計
算
的
に
経
営
に
必
要
な
資
（注）
15
本
の
計
算
利
子
が
考
察
さ
れ
、
原
価
計
算
目
的
に
対
し
て
は
経
営
全
体
に
働
く
資
本
の
利
子
が
確
認
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
外
部
用
役
費
は
外
部
か
ら
の
経
営
用
役
の
受
入
れ
分
で
あ
り
、
共
同
体
費
は
各
々
の
経
営
が
、
全
体
（
国
家
的
保
護
・
法
的
安
全
・
経
営
者
の
予
備
教
育
）
の
代
表
者
と
し
て
の
国
家
の
一
般
的
サ
ー
ビ
ス
を
日
常
受
入
れ
て
い
る
た
め
に
発
生
す
る
原
価
で
あ
る
。
最
後
に
危
険
費
は
経
営
の
特
別
給
付
の
補
償
と
し
て
把
握
さ
れ
、
こ
れ
は
経
営
に
お
い
て
一
種
の
自
己
保
険
を
か
け
照
応
す
る
引
当
金
を
な
す
よ
う
な
危
険
（
例
え
ば
貸
倒
引
当
金
・
保
証
給
付
引
当
金
）
と
一
般
企
業
家
危
険
を
含
む
。
こ
の
よ
う
な
レ
ー
マ
ン
の
原
価
概
念
は
前
述
の
経
営
概
念
か
ら
導
き
出
さ
れ
そ
れ
に
よ
っ
て
決
定
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
広
義
の
経
営
（
生
産
単
位
と
し
て
の
経
営
）
ー
狭
義
の
経
営
（
作
業
）
と
経
営
に
必
要
な
限
り
で
の
財
務
信
用
関
係
を
含
ん
だ
も
の
ー
が
原
価
発
生
の
捕
捉
場
所
と
し
て
理
解
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
生
産
単
位
と
し
て
の
経
営
に
要
し
た
凡
て
の
費
用
が
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
経
営
の
立
場
か
ら
す
る
原
価
計
算
的
評
価
原
則
に
よ
っ
て
）
原
価
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
し
か
し
現
代
資
本
主
義
の
個
別
的
な
資
本
家
的
立
場
か
ら
は
こ
の
よ
う
な
形
で
あ
ら
わ
れ
る
必
然
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
は
正
し
い
原
価
の
認
識
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
正
し
い
社
会
的
に
通
用
す
る
原
価
の
認
識
は
正
し
い
経
営
レ
ー
マ
ソ
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
四
八
こ
I JJ9 
な
る
。
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
べ
き
は
ず
の
不
生
産
的
労
働
や
資
本
の
所
有
関
係
に
基
ず
く
も
の
）
と
を
識
別
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
課
・
権
利
対
価
や
そ
の
償
却
分
が
分
離
さ
れ
利
潤
か
ら
控
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
四
九
概
念
の
把
握
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
価
値
の
形
成
・
増
殖
は
生
産
的
労
働
に
よ
る
生
産
手
段
（
機
械
・
建
物
・
材
料
等
）
の
移
転
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
し
か
し
レ
ー
マ
ン
は
生
産
的
労
働
が
剰
余
労
働
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
資
本
に
付
加
す
る
剰
余
価
値
の
一
部
分
を
も
原
価
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、
こ
の
剰
余
価
値
（
↓
利
澗
）
か
ら
支
払
わ
れ
る
部
分
（
利
潤
の
控
除
項
目
）
を
も
原
価
と
し
て
認
識
す
る
。
原
価
と
な
る
部
分
（
生
産
手
段
と
生
産
的
労
働
の
生
産
的
消
費
分
）
と
、
そ
う
で
な
い
部
分
（
利
潤
か
ら
支
払
わ
れ
る
今
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
レ
ー
マ
ン
の
原
価
項
目
グ
ル
ー
プ
を
み
る
と
、
ま
ず
材
料
費
に
お
い
て
は
材
料
費
に
附
随
す
る
租
税
公
（注）
16
つ
ぎ
に
流
通
過
程
に
お
い
て
発
生
す
る
諸
費
用
の
う
ち
純
粋
流
通
費
用
（
純
粋
売
買
費
用
）
は
価
値
形
成
を
行
わ
ず
、
運
送
費
用
は
流
通
過
程
に
延
長
さ
れ
た
生
産
過
程
で
発
生
す
る
費
用
と
し
て
原
価
性
を
も
ち
、
保
管
費
用
は
社
会
的
に
止
む
を
得
な
い
費
用
と
し
て
価
値
形
成
に
入
り
こ
む
が
価
値
を
増
殖
し
な
い
。
労
務
費
は
生
産
過
程
に
お
い
て
生
産
的
労
働
に
従
事
し
そ
の
限
り
で
生
産
物
の
価
値
を
形
成
・
増
殖
す
る
生
産
的
労
働
者
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
か
ら
な
る
。
し
た
が
っ
て
独
立
企
業
家
の
計
算
的
給
料
や
管
理
労
働
の
対
価
は
労
務
費
を
構
成
し
な
い
。
す
な
わ
ち
所
有
関
係
に
立
つ
労
働
の
対
価
は
正
し
い
意
味
の
労
務
費
1
1
原
価
性
を
も
ち
得
な
い
。
生
産
的
労
働
と
不
生
産
的
労
働
の
区
別
が
こ
の
湯
合
の
キ
イ
ー
と
第
三
に
減
価
償
却
費
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
問
題
点
は
生
産
過
程
で
稼
動
す
る
有
形
固
定
資
産
の
減
価
償
却
費
（
賃
借
設
備
を
も
含
め
て
）
の
み
が
原
価
性
を
も
ち
得
る
と
い
う
こ
と
、
無
形
資
産
の
償
却
費
お
よ
び
地
代
は
権
利
対
価
の
償
却
分
と
し
て
み
る
こ
と
が
出
来
る
故
利
澗
の
控
除
項
目
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
賃
借
設
備
の
減
価
償
却
費
で
あ
る
が
、
社
会
的
に
通
用
す
る
原
価
と
し
て
は
賃
借
建
物
・
機
械
設
備
で
生
産
さ
れ
た
製
造
原
価
も
、
そ
う
で
な
く
自
己
所
有
の
建
物
設
備
で
生
産
さ
れ
た
製
品
の
原
150 
（注）
12
（注）＂―
よ
び
賃
借
設
備
減
価
償
却
費
）
お
よ
び
外
部
用
役
費
（
そ
の
極
く
一
部
分
）
、
、
、
、
、
、
、
、
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
純
粋
の
原
価
は
材
料
費
（
そ
の
大
部
分
）
、
減
価
償
却
費
（
そ
の
一
部
お
（注）18
で
あ
り
、
そ
の
他
は
凡
て
利
澗
よ
り
の
控
除
項
目
で
あ
る
。
労
務
費
（
そ
の
大
部
分
）
、
等
々
は
い
ず
れ
も
流
通
過
程
に
お
い
て
作
用
す
る
費
用
で
あ
る
故
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
価
値
形
成
を
行
わ
ず
利
潤
か
ら
支
払
わ
れ
る
（注）
17
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
レ
ー
マ
ン
の
原
価
構
成
項
目
の
中
に
お
い
て
は
、
正
し
い
意
味
の
原
価
と
利
潤
か
ら
控
除
さ
れ
る
べ
き
項
目
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
価
も
他
の
条
件
が
同
一
で
あ
る
限
り
同
一
の
原
価
構
成
と
原
価
額
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
レ
ー
マ
ン
も
（
後
述
す
る
よ
う
に
）
経
営
の
産
出
し
た
価
値
創
造
の
把
握
の
場
合
に
賃
借
設
備
の
減
価
償
却
費
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
ま
た
利
子
費
は
自
己
企
業
か
ら
他
に
対
し
て
、
主
と
し
て
金
融
業
者
あ
る
い
は
自
己
資
本
に
対
し
て
利
澗
か
ら
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
租
税
（
共
同
体
費
）
も
本
質
的
に
利
益
か
ら
納
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
危
険
費
の
う
ち
一
般
企
業
家
危
険
は
勿
論
、
利
澗
か
ら
補
償
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
迄
も
な
く
、
貸
倒
損
失
等
と
い
え
ど
も
流
通
過
程
よ
り
生
じ
た
経
費
は
企
業
の
利
澗
か
ら
償
わ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
故
、
こ
れ
ら
の
原
価
種
類
項
目
は
い
ず
れ
も
原
価
性
を
も
ち
得
ず
、
利
澗
か
ら
の
控
除
項
目
で
あ
る
。
最
後
に
外
部
用
役
費
（
例
え
ば
保
険
料
・
裁
判
費
・
受
託
者
報
酬
・
修
繕
費
・
宣
伝
費
等
）
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
支
払
保
険
料
は
財
産
1
1
所
有
権
の
補
償
の
相
互
負
担
で
あ
り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
失
費
と
し
て
利
益
か
ら
の
控
除
分
た
る
性
質
を
も
っ
。
修
繕
費
は
そ
れ
が
生
産
工
程
に
必
然
的
な
も
の
で
あ
る
限
り
で
は
原
価
の
構
成
分
と
な
り
、
そ
の
他
の
裁
判
費
・
受
託
者
報
酬
・
宣
伝
費
で
は
レ
ー
マ
ン
の
価
値
創
造
概
念
お
よ
び
価
値
創
造
計
算
原
理
に
つ
い
て
再
び
叙
上
の
視
角
に
立
っ
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
D
e
r
s
e
l
b
e
;
 
"
I
n
d
u
s
t
r
i
e
 Kalkulation,, s.s. 4
0
~
4
3
 
レ
ー
マ
ソ
の
評
価
論
す
な
わ
ち
原
価
計
算
的
評
価
原
則
と
そ
の
基
礎
と
な
る
価
値
論
に
つ
い
て
は
、
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
五
0
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レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
五
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ろ
の
生
産
物
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
つ
ぎ
の
諸
概
念
を
区
別
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
山
総
収
益
な
い
し
総
生
産
物
は
係
層
に
分
配
さ
れ
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
た
。
（注）
19
表
現
す
る
ー
の
歴
史
的
性
格
で
あ
る
。
」
し
た
が
っ
て
ま
ず
生
産
過
程
の
分
析
か
ら
出
発
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
経
営
が
国
民
経
済
に
対
し
て
付
加
す
る
と
こ
ろ
の
価
値
創
造
は
経
営
が
生
産
過
程
に
お
い
て
生
産
的
労
働
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
っ
て
産
出
し
た
総
生
産
物
か
ら
、
投
下
さ
れ
て
生
産
中
に
消
費
さ
れ
た
不
変
資
本
を
填
補
す
る
価
値
部
分
を
控
除
し
て
な
お
残
る
と
こ
四
価
値
創
造
は
一
面
か
ら
み
れ
ば
産
出
さ
れ
た
財
貨
所
得
と
し
て
、
他
面
か
ら
み
れ
ば
産
出
さ
れ
た
貨
幣
所
得
し
た
が
っ
て
各
社
会
関
（注）
18
（注）
14
（
注
）
1
5
（注）
16
（
注
）
1
7
（注）
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参
照
。
H
原
価
財
費
用
の
特
性
に
つ
い
て
の
原
価
の
区
分
口
責
任
帰
属
(
Z
u
r
e
c
h
n
u
n
g
)
へ
の
原
価
の
区
分
・
・
・
山
負
担
者
別
個
別
費
②
場
所
別
個
別
喪
③
湯
所
共
通
費
、
国
種
々
の
計
算
範
囲
へ
の
所
属
性
(
Z
u
g
e
h
o
r
i
g
k
e
i
t
)
へ
の
原
価
の
区
分
…
田
製
造
原
価
②
そ
れ
に
照
応
す
る
販
売
費
、
の
三
つ
に
区
別
す
る
。
(a.a.O.
s
.
s
.
5
3
|
6
0
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「
経
済
性
計
算
と
し
て
の
原
価
計
算
に
お
い
て
は
単
一
の
利
子
率
を
使
用
す
べ
き
で
あ
る
」
。
(̂
â.a.O.,,
s
、56)
流
通
費
用
に
つ
い
て
は
、
K.
M
a
r
x
;
 "
D
a
s
 Kapital,, 
I 
B
d
 s.s.123ー
1
4
6
(Dietz)
参
照
。
原
価
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
次
稿
参
照
。
木
村
和
三
郎
「
原
価
計
算
に
お
け
る
権
利
対
価
の
除
斥
」
（
企
業
会
計
昭
和
三
一
年
五
、
六
月
）
、
同
「
原
価
構
成
の
純
化
」
（
産
業
経
理
、
昭
和
＝
二
年
四
月
）
、
同
「
期
間
損
益
計
算
に
お
け
る
利
潤
前
払
項
目
」
（
企
業
会
計
、
昭
和
二
八
年
二
月
）
。
ち
な
み
に
レ
ー
マ
ソ
の
原
価
計
算
論
の
紹
介
と
し
て
ほ
、
山
辺
六
郎
「
原
価
計
算
精
説
」
（
白
桃
書
房
昭
和
二
九
年
）
、
同
「
レ
ー
マ
ン
の
原
価
計
算
形
態
諭
に
つ
い
て
」
（
産
業
経
理
昭
和
二
七
年
三
月
）
等
が
あ
る
。
材
料
費
お
よ
び
労
務
費
の
原
価
性
に
つ
い
て
は
具
体
的
技
術
的
に
い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
あ
る
の
で
稿
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
た
く
思
っ
て
い
る。
「
分
配
諸
関
係
の
歴
史
的
性
格
は
生
産
諸
関
係
ー
そ
の
一
面
の
み
を
分
配
諸
関
係
は
152 
社
会
の
年
総
生
産
額
も
し
く
は
全
生
産
物
で
あ
り
、
②
純
収
益
な
い
し
総
所
得
は
国
民
所
得
に
等
し
い
、
す
な
わ
ち
価
値
的
に
は
年
新
価
値
、
③
そ
し
て
資
本
主
義
社
会
に
と
っ
て
は
純
所
得
は
剰
余
価
値
に
等
し
い
。
価
値
創
造
1
国
民
所
得
の
分
析
に
お
い
て
は
第
一
次
的
所
得
と
派
生
的
所
得
と
を
区
別
す
る
こ
と
、
国
民
所
得
の
唯
一
の
源
泉
は
生
産
的
労
働
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
が
重
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
第
一
次
的
所
得
は
労
賃
及
び
利
潤
（
こ
れ
は
ま
ず
利
子
お
よ
び
地
代
に
分
裂
す
る
）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
共
通
の
源
泉
ー
生
産
に
お
い
て
消
費
さ
れ
た
生
産
手
段
の
価
値
を
新
生
産
物
に
移
転
し
こ
の
過
程
に
お
い
て
新
価
値
を
創
造
す
る
生
産
的
労
働
者
の
生
き
た
労
働
を
も
つ
。
労
賃
は
必
要
労
働
時
間
の
結
果
の
価
値
に
照
応
し
、
利
潤
（
↓
利
子
及
び
地
代
）
は
物
的
生
産
諸
条
件
の
所
有
者
と
し
て
の
資
本
家
た
ち
に
帰
属
す
る
剰
余
労
働
時
間
中
に
生
産
さ
れ
た
剰
余
価
値
を
源
泉
と
す
る
。
ま
た
直
接
に
再
生
産
に
た
ず
さ
わ
ら
な
い
社
会
成
員
は
、
す
べ
て
年
々
商
品
生
産
物
に
お
け
る
彼
ら
の
分
前
(11
消
費
手
段
）
を
、
ま
ず
生
産
物
を
第
一
に
入
手
す
る
社
会
関
係
（注）
20
層
（
労
賃
、
利
潤
〔
↓
利
子
・
地
代
〕
）
の
手
か
ら
獲
得
す
る
派
生
的
所
得
者
と
し
て
現
わ
れ
る
。
以
上
の
観
点
か
ら
今
再
び
レ
ー
マ
ン
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
第
二
表
を
中
心
と
し
て
分
析
し
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
問
題
点
が
生
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
山
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
前
給
付
原
価
の
中
に
入
っ
て
い
る
利
澗
か
ら
の
控
除
項
目
を
除
去
す
る
こ
と
、
②
価
値
創
造
の
創
出
源
泉
と
し
て
の
労
務
費
1
労
働
収
益
の
純
化
、
③
そ
し
て
ま
た
第
一
次
的
所
得
で
あ
る
利
潤
の
適
確
な
把
握
を
な
し
前
記
の
労
務
費
(11
労
働
収
益
）
と
区
分
を
保
ち
つ
つ
も
、
合
し
て
正
し
い
価
値
創
造
分
を
捕
捉
す
る
こ
と
、
④
最
後
に
派
生
的
所
得
た
る
利
子
お
よ
び
地
代
と
、
そ
の
他
の
諸
々
の
項
目
（
例
え
ば
租
税
・
管
理
人
給
料
等
）
を
本
来
的
な
価
値
創
造
項
目
よ
り
除
斥
し
利
潤
の
控
除
項
目
と
し
て
別
の
区
分
に
い
れ
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
以
下
具
体
的
に
述
べ
て
み
よ
う
。
ま
ず
第
一
に
、
第
二
表
の
借
方
項
目
1
前
給
付
原
価
項
目
を
純
化
す
る
こ
と
…
原
材
料
項
目
に
含
ま
れ
て
い
る
各
種
の
税
金
、
権
利
対
価
分
を
と
り
除
き
、
生
産
に
用
い
ら
れ
て
い
る
有
形
固
定
資
産
以
外
の
一
切
の
減
価
償
却
費
を
除
去
し
、
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
か
つ
保
険
料
・
仲
介
手
数
五
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レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
五
料
・
危
険
費
を
も
前
給
付
原
価
か
ら
除
斥
し
て
前
給
付
原
価
を
純
化
せ
し
め
、
こ
れ
ら
の
項
目
を
凡
て
利
潤
控
除
項
目
と
し
て
一
括
し
て
区
別
す
る
。
か
く
て
前
給
付
原
価
は
純
粋
に
生
産
的
に
消
費
さ
れ
た
不
変
資
本
の
移
転
分
の
補
填
部
分
を
表
現
す
る
こ
と
と
な
り
、
貸
方
の
総
収
益
す
な
わ
ち
経
営
が
産
出
し
た
総
社
会
生
産
物
よ
り
の
差
額
と
し
て
の
国
民
所
得
(
1
1
価
値
創
造
）
を
計
算
す
る
た
め
の
マ
イ
ナ
ス
分
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
つ
ぎ
に
労
働
収
益
・
公
共
収
益
及
び
資
本
収
益
と
い
う
価
値
創
造
項
目
中
、
国
家
に
支
払
う
税
金
で
あ
る
公
共
収
益
(
1
1
原
価
計
算
で
は
共
同
体
費
）
は
、
国
民
所
得
の
再
分
配
が
そ
れ
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
経
路
と
し
て
の
予
算
1
1
租
税
制
度
の
一
環
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
派
生
的
国
民
所
得
を
代
表
す
る
。
故
に
こ
れ
は
価
値
創
造
の
第
一
一
括
し
て
利
潤
か
ら
納
付
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
利
澗
控
除
項
目
の
区
分
に
属
す
る
。
ま
た
本
来
的
に
国
民
所
得
を
産
出
す
る
価
値
創
造
の
創
出
源
と
し
て
の
労
務
費
(
1
1
労
働
収
益
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
独
立
企
業
家
の
給
料
及
び
管
理
労
働
と
い
う
い
わ
ゆ
る
不
生
産
的
労
働
の
対
価
も
包
含
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
何
ら
の
価
値
形
成
も
行
わ
ず
し
た
が
っ
て
価
値
創
造
計
算
に
お
い
て
は
利
潤
よ
り
の
控
除
項
目
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
正
し
い
価
値
創
造
計
算
に
あ
っ
て
は
ま
ず
前
給
付
原
価
を
純
化
し
、
そ
れ
ら
に
は
純
粋
に
不
変
資
本
の
消
費
分
の
補
填
部
分
の
み
を
計
上
し
、
こ
れ
を
貸
方
の
総
収
益
か
ら
控
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
価
値
創
造
額
を
算
出
し
、
こ
の
価
値
創
造
額
を
、
又
本
来
的
な
も
の
す
な
わ
ち
価
値
創
造
の
創
出
源
と
し
て
の
生
産
的
労
働
の
対
価
た
る
労
働
収
益
と
、
資
本
収
益
（
利
澗
）
と
に
区
分
し
、
こ
の
価
値
創
造
合
計
額
か
ら
更
に
利
潤
部
分
の
分
裂
形
態
、
派
生
的
形
態
と
し
て
、
利
子
お
よ
び
、
前
給
付
原
価
か
ら
純
化
さ
れ
た
項
目
、
労
働
収
益
か
ら
逸
脱
し
た
不
生
産
的
労
働
の
対
価
た
る
労
務
費
、
最
後
に
税
金
(
1
1
公
共
収
益
）
を
差
引
く
と
い
う
計
算
方
法
で
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
そ
の
結
果
、
利
潤
部
分
は
極
め
て
多
く
な
る
）
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
国
民
所
得
に
お
け
る
物
神
崇
拝
性
を
克
服
し
正
し
い
国
民
所
得
の
測
定
計
算
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
。
「
資
本
ー
利
潤
（
企
業
者
利
得
プ
ラ
ス
利
子
）
、
次
的
な
項
目
か
ら
区
分
さ
れ
、
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ま
ず
レ
ー
マ
ン
は
価
値
創
造
計
算
に
お
け
る
総
収
益
•
前
給
付
原
価
お
よ
び
価
値
創
造
の
三
項
目
の
峻
別
を
重
要
視
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
項
目
間
の
区
別
に
「
修
正
項
目
」
(
B
e
r
i
c
h
t
i
g
u
n
g
s
p
o
s
t
e
n
)
と
い
う
計
算
項
目
を
導
入
す
る
。
（注）
2
で
は
絶
対
的
価
値
創
造
の
算
定
の
個
々
の
問
題
に
う
つ
ろ
う
。
（
注
）
2
1
（
注
）
2
0
（
注
）
1
9
五
土
地
ー
地
代
、
労
働
ー
労
賃
゜
五
四（
注
）
2
1
こ
れ
は
社
会
的
生
産
過
程
の
一
切
の
秘
密
を
包
含
す
る
三
位
一
体
的
形
態
で
あ
る
」
。
す
な
わ
ち
国
民
所
得
は
、
こ
れ
ら
の
所
得
か
ら
構
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
分
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
第
二
表
を
中
心
と
し
て
レ
ー
マ
ン
の
価
値
創
造
概
念
お
よ
び
価
値
創
造
計
算
原
理
を
彼
の
経
営
概
念
か
ら
出
発
し
、
原
価
概
念
を
媒
介
と
し
て
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
多
少
の
純
化
を
行
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
よ
り
一
層
の
価
値
創
造
計
算
の
展
開
に
お
い
て
レ
ー
マ
ン
は
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
租
は
価
値
創
造
計
算
の
形
体
(
G
e
s
t
a
l
t
u
n
g
)
及
び
実
行
(
D
u
r
c
h
f
t
i
h
r
u
n
g
)
修
正
項
目
は
修
正
さ
れ
る
の
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
彼
の
所
説
の
追
跡
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
K. Mar~; 
"a.a.O.,, s
.
9
4
0
長
谷
部
訳
文
庫
阪
一
三
分
冊
―
二
四
一
二
頁
。
「
所
謂
分
配
諸
関
係
は
、
生
産
過
程
の
、
及
び
人
間
が
彼
等
の
人
間
生
活
の
再
生
産
過
程
で
相
互
に
と
り
結
ぶ
諸
関
係
の
歴
史
的
に
規
定
さ
れ
た
社
会
的
な
諸
形
態
に
照
応
し
、
又
こ
の
諸
形
態
か
ら
発
生
す
る
。
」
(
"
a.a.0.,, s
.
9
4
0
)
。
「
労
賃
は
賃
労
働
を
想
定
し
利
潤
は
資
本
を
想
定
す
る
。
だ
か
ら
こ
の
規
定
さ
れ
た
分
配
諸
形
態
は
、
生
産
諸
条
件
の
規
定
さ
れ
た
社
会
的
諸
性
格
及
び
生
産
当
事
者
た
ち
の
規
定
さ
れ
た
社
会
的
諸
関
係
を
想
定
す
る
。
だ
か
ら
規
定
さ
れ
た
分
配
関
係
は
、
歴
史
的
に
規
定
さ
れ
た
生
産
関
係
の
表
現
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
」
(̂
a.a.O.,
s
.
s
.
 9
3
8
|
9
3
9
前
掲
訳
本
―
二
四
一
頁）。
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
国
民
所
得
論
」
（
大
月
書
店
昭
和
二
九
年
）
一
五
五
頁
参
照
。
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
コ
ツ
ィ
オ
レ
ク
豊
川
卓
二
訳
「
井
上
照
丸
著
ア
・
パ
リ
ツ
ェ
フ
K. 
M
a
r
x
;
 "
 a.a:O.,
 
s. 8
6
7
前
掲
訳
本
一
―
四
二
頁
。
レ
ー
マ
ソ
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
1 55 
べ
き
主
要
項
目
(
H
a
u
p
t
p
o
s
t
e
n
)
(
基
礎
項
目
G
r
u
n
d
p
o
s
t
e
n
)
加
算
的
性
格
(additiven
C
h
a
r
a
k
t
e
r
)
 
項
目
(
A
b
z
u
g
p
o
s
t
e
n
)
例
え
ば
総
収
益
の
領
域
の
修
正
項
目
に
は
所
謂
売
上
減
少
(
E
r
l
o
s
s
c
h
m
a
l
e
r
u
n
g
)
特
に
リ
ペ
ー
ト
お
よ
び
販
売
価
格
割
引
(Pr,
e
i
s
n
a
c
h
l
a
s
s
e
 i
m
 V
e
r
k
a
u
f
)
が
4
3
り
、
ま
た
こ
れ
に
は
公
共
収
益
に
帰
す
る
取
引
税
が
属
す
る
と
い
う
。
し
か
し
も
し
取
引
税
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
前
給
付
原
価
の
一
っ
と
な
り
、
そ
の
本
質
は
益
々
混
乱
す
る
。
こ
れ
は
レ
ー
マ
ン
の
い
わ
ゆ
る
資
本
収
益
(
1
1利澗
）
の
控
除
•
前
払
項
目
と
し
て
把
握
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
販
売
運
送
費
(
F
r
a
c
h
t
e
n
)
は
第
二
表
の
よ
う
に
前
給
付
原
価
と
し
て
処
理
す
る
か
、
総
収
益
の
修
正
項
目
と
し
て
考
え
る
か
と
い
う
問
題
を
レ
ー
マ
ン
は
未
解
決
の
ま
ま
呈
示
す
る
が
、
私
ほ
販
売
過
程
1
流
通
過
程
に
お
け
る
運
送
費
は
生
産
過
程
の
延
長
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
価
値
形
成
し
、
し
た
が
っ
て
社
会
全
体
か
ら
み
る
と
（注）
23
価
値
創
造
分
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ぎ
に
前
給
付
原
価
の
領
域
の
修
正
項
目
は
、
価
値
創
造
計
算
に
お
け
る
前
給
付
原
価
の
把
握
が
原
材
料
等
の
簿
記
原
価
を
事
前
処
理
(
V
o
r
g
e
s
c
h
a
l
ten) 
に
極
め
て
稀
な
湯
合
に
の
み
生
ず
る
と
述
べ
る
。
し
か
し
前
給
付
原
価
項
目
に
お
い
て
も
例
え
ば
原
材
料
に
附
随
す
る
諸
税
お
よ
び
権
利
に
対
す
る
対
価
や
対
価
の
償
却
分
で
あ
る
営
業
権
・
専
売
特
許
権
等
の
無
形
資
産
の
対
価
や
そ
の
償
却
分
は
、
総
額
主
義
表
示
に
よ
っ
て
材
料
費
よ
り
区
別
し
、
前
給
付
原
価
の
修
正
項
目
と
し
て
で
は
な
く
利
潤
よ
り
の
前
払
控
除
項
目
と
し
て
処
理
す
べ
き
で
あ
る
。
（注）
24
最
後
に
価
値
創
造
の
修
正
項
目
に
、
公
共
補
助
金
(
6印
e
n
t
l
i
c
h
e
n
Zuschtissen)
を
あ
げ
、
こ
れ
は
い
わ
ば
消
極
的
性
格
の
税
金
で
あ
り
、
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
に
分
け
ら
れ
る
。
五
五
に
対
す
る
控
除
関
係
(
s
u
b
t
r
a
k
t
i
v
e
n
V
e
r
h
a
l
t
n
i
s
)
又
は
、
に
あ
る
も
の
で
計
算
技
術
上
二
つ
の
形
す
な
わ
ち
対
立
項
目
(
G
e
g
e
n
p
o
s
t
e
n
)
と
控
除
し
、
仕
入
戻
し
(
R
e
t
o
u
r
e
n
)
、
価
格
割
引
が
す
で
に
計
算
さ
れ
て
い
る
た
め
し
た
が
っ
て
公
共
収
益
（
税
）
に
対
す
る
修
正
項
目
で
あ
る
と
い
う
。
公
共
補
助
金
は
政
府
か
ら
の
経
営
に
対
す
る
資
本
的
援
助
で
あ
る
故
、
利
潤
か
ら
支
払
わ
れ
る
も
の
に
対
応
し
て
、
利
潤
と
し
て
の
価
値
創
造
に
プ
ラ
ス
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
1 56 
例示 ー lI 
設備の見稜価値
仮定された減価償却率
選ぽれた計算利率
DM DM 
200, 000 200, 000 
10% 1096 
1 7-% 
1 
2 
7-％ 
2 
DM DM 
賃借料の減価償却部分 20, 000 20, 000 
DM DM 
計算利子部分 15,000 1ち墾沿
―DM. DM 
35, 000 35, 000 
DM DM 
40, 000 30, 000 
DM -DM  
+5, 000 -5, 000 
II II 
合
契約賃借料
賃借料の過不足
計
経
営
の
価
値
創
造
計
算
が
純
粋
の
生
産
経
済
（
狭
義
の
経
営
）
に
お
い
て
産
出
し
た
価
値
創
造
を
表
わ
す
も
の
と
す
る
と
、
そ
れ
は
凡
ゆ
る
財
務
経
済
的
な
要
因
を
排
除
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
自
己
設
備
で
操
業
を
行
う
場
合
も
、
他
人
か
ら
の
賃
借
設
備
で
生
産
を
行
う
と
も
、
同
一
の
原
価
し
た
が
っ
て
同
じ
価
値
創
造
額
を
斉
ら
す
と
い
う
結
果
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
資
本
の
所
有
関
係
の
如
何
に
よ
っ
て
経
営
の
価
値
創
造
計
算
に
異
同
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
レ
ー
マ
ン
の
論
理
は
彼
が
国
民
経
済
所
得
に
対
す
る
価
値
創
造
を
問
題
と
し
た
た
め
、
必
然
的
に
到
着
す
る
命
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
極
め
て
含
蓄
あ
る
計
算
を
提
唱
す
る
。
す
な
わ
ち
、
経
営
が
賃
借
設
備
・
建
物
で
稼
動
し
し
た
が
っ
て
賃
借
料
が
計
算
さ
れ
る
場
合
に
は
、
価
値
反
対
に
賃
借
料
に
含
ま
れ
る
利
子
は
資
本
収
益
グ
ル
ー
プ
で
計
算
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
（
例
示
参
照
）
。
こ
の
湯
合
、
計
算
さ
れ
た
賃
借
料
の
合
計
は
賃
借
人
・
賃
貸
人
の
経
済
勢
力
関
係
に
よ
る
た
め
、
協
定
賃
借
料
に
一
致
す
る
必
要
は
な
い
と
述
べ
、
独
自
の
価
値
創
造
計
算
の
た
め
の
分
解
計
算
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
資
本
の
所
有
関
係
を
の
り
越
え
て
客
観
的
損
益
計
算
へ
の
認
識
に
進
ま
ん
と
す
る
命
題
は
、
彼
が
国
民
経
済
に
対
し
て
の
経
営
の
客
観
的
な
価
値
創
造
計
算
を
思
考
し
た
故
に
到
着
し
た
高
く
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
命
題
で
あ
る
。
し
か
し
通
常
の
簿
記
計
算
と
の
調
整
を
、
総
成
果
計
算
で
行
い
個
別
企
業
の
計
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
の
減
価
償
却
費
が
自
己
設
備
の
場
合
と
同
様
、
前
給
付
原
価
に
入
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
そ
の
創
造
確
認
の
考
え
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
計
算
額
の
分
解
が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
賃
借
料
は
賃
借
設
備
の
減
価
償
却
費
と
設
備
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
に
投
下
さ
れ
た
利
子
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
正
し
い
価
値
創
造
計
算
の
た
め
に
は
他
人
設
備
る。
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
五
六
157 
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
五
七
（注）
25
算
結
果
と
の
一
致
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
個
別
資
本
の
計
算
か
ら
は
抜
く
こ
と
の
出
来
な
い
宿
命
で
あ
ろ
う
。
価
値
創
造
計
算
は
、
狭
義
の
生
産
経
済
と
し
て
の
経
営
の
計
算
領
域
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
故
に
財
務
・
信
用
経
済
関
係
が
分
離
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
レ
ー
マ
ン
は
「
割
引
計
算
(
S
k
o
n
t
o
-
V
e
r
r
e
c
h
n
u
n
g
)
証
仕
入
(
K
a
u
f
g
e
g
e
n
 Z
i
e
l
g
e
w
a
h
r
u
n
g
)
 
の
取
扱
」
お
よ
び
「
保
の
問
題
」
に
関
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
価
値
創
造
計
算
に
お
い
て
は
仕
入
割
引
控
除
・
売
上
割
引
控
除
が
分
離
さ
れ
ね
ば
狭
義
の
経
営
（
生
産
経
済
）
に
関
す
る
価
値
創
造
に
は
到
着
し
得
ず
、
又
保
証
仕
入
の
場
合
に
は
主
要
営
業
と
し
て
の
商
品
営
業
と
信
用
関
係
が
ま
じ
っ
て
い
る
た
め
搬
入
の
場
合
計
算
さ
れ
る
価
格
に
は
原
価
計
算
的
利
子
な
い
し
原
価
計
算
的
割
引
が
附
随
し
て
い
る
。
だ
か
ら
財
務
経
済
的
性
質
で
あ
る
金
額
を
、
売
買
価
格
か
ら
差
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
、
第
四
表
（
購
買
・
販
売
計
算
割
引
の
処
理
H
)
の
よ
う
に
修
正
を
行
う
。
す
な
わ
ち
購
買
計
算
割
引
額
を
前
給
付
原
価
か
ら
差
引
き
、
ま
た
販
売
計
算
割
引
額
を
総
収
益
か
ら
控
除
し
て
価
値
創
造
計
算
に
お
い
て
は
純
粋
の
生
産
経
済
的
原
材
料
費
及
び
純
粋
生
産
経
済
的
売
上
を
計
算
し
て
、
そ
の
調
整
を
総
成
果
計
算
に
送
り
出
し
て
通
常
の
損
益
計
算
と
の
結
合
を
は
か
っ
て
い
る
。
ま
た
広
義
の
経
営
概
念
に
照
応
す
る
価
値
創
造
計
算
の
場
合
に
対
し
て
は
第
五
表
を
示
し
て
（
購
買
・
販
売
計
算
割
引
の
処
理
ロ
ー
別
法
）
、
凡
ゆ
る
計
算
項
目
（
計
算
割
引
お
よ
び
割
引
控
除
に
対
す
る
調
整
額
）
を
第
四
表
と
は
違
っ
て
（
下
の
）
総
成
果
計
算
か
ら
出
し
て
、
（
上
の
）
経
営
成
果
計
算
の
価
値
創
造
の
項
目
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
て
ー
す
な
わ
ち
資
本
収
益
に
加
減
し
て
1
行
っ
て
い
る
。
こ
の
割
引
計
算
額
の
取
扱
は
前
述
の
賃
借
設
備
の
減
価
償
却
費
の
計
上
と
あ
い
ま
っ
て
わ
れ
わ
れ
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
最
後
に
レ
ー
マ
ン
は
凡
ゆ
る
財
務
経
済
的
要
素
を
排
除
し
純
粋
に
生
産
経
済
的
な
価
値
創
造
計
算
に
到
達
す
る
た
め
に
、
価
値
創
造
価
値
創
造
計
算
に
お
い
て
は
原
価
計
算
な
い
し
そ
れ
に
役
立
つ
簿
記
と
同
様
に
、
計
算
に
お
い
て
原
価
計
算
と
同
様
の
評
価
率
を
導
入
し
し
た
が
っ
て
簿
記
か
ら
生
じ
た
数
字
を
変
容
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
す
な
わ
ち
（注）
26
評
価
に
対
し
て
は
実
際
の
「
時
価
」
(wirklichen
割
引
に
関
す
る
158 
第四表 価値創造確認の場合の割引の取扱
借方 価値創造計算としての経営成果計算 貸方
1,884,419 
56,533 
1,061,214 
31,836 
前給付原価：
原材料費
一購買計算割引
(3彩）
純粋生産経済
的原材料費 1,029,378
その他の前給付原価
価値創造：
労慟収益
公共収益
資本収益＝純粋生産経
済的投下資本収益
計：
計：
1,029,378 
295,720 
1，西訂臨
340,890 
146,568 
62,705 
550,163 
1,875,261 1,875,261 
借方 総 成
購買計算割引（同上）
顧客の割引控除
他人資本利子の割引控除
経営外的及び臨時的費用
年度貸借対照表利益
果
31,836 
18,844 
11,622 
1,414 
66,699 
130,415 
62,705 
56,533 
10,613 
564 
130,415 
第五表
総収益：
総売上
一阪売計算割引
(3%) 
純粋生産経済
的売上 1,827,886 
その他の総収益
計 算
純粋生産経済的投下資本収益
販売計算割引（同上）
供給者の割引控除
経営外的及び臨時収益
価値創造確認の場合の割引の取扱ー変形
計：
1,827,886 
47,375 
1,875,261 
（四表に照応）
貸方
借方 価値創造計算としての経営成果計算 貸方
前給付原価：
原材料費 1,061,214
一購買計算割引 31,836 
その他の前給付原価
計
価値創造（稼極項目）：
労慟収益
公共収益
資本収益
購買計算割引（同上）
顧客の割
残高＝広 の
1,029,378 
295,720 
1,325,098 
340,890 
146,568 
31,836 
18,844 
営の資本収益 79,171
計 617,309
1,942,407 
総収益：
総売上
ー販売計算割引
(3%) 
その他の総収益
1,884.419 
堕 1,827,886
価値創造（消極項目）：
労働収益
公共収益
資本収益
計算販売割引（同上）
供給者による割引控除
計
計
47,375 
1,875,261 
56,533 
10,613 
67,146 
1,942,407 
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
五
八
借方 総 果
一
2
4
9
5
 
62416973 
几
ふ
血
四
成 計 算 貸方
他人資本利子に関する割引控除
(4表と同じ）
経営外的及び臨時的費用
年度貸借対照表利益
広義の経営資本収益
経営外的及び臨時収益
79,171 
564 
79,735 
159 
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
＿
考
察
（
山
上
）
本
収
益
(11
経
営
利
潤
）
が
、
計
算
的
差
額
述
べ
て
来
た
他
人
資
本
利
子
を
除
外
し
た
資
評
価
変
更
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
今
ま
で
前
表
に
お
い
て
、
下
の
よ
う
な
前
提
の
下
に
計
算
的
価
値
で
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
"
 
ヵ増卸棚品
M
M
製
D
O
D
6
0
9
 
8
6
 
（総成果計算）
ば
設
備
の
自
家
製
造
高
(Sel
bsterstell u, 
n
g
 v
o
n
 A
n
l
a
g
e
n
)
そ
の
他
の
経
営
内
部
給
付
高
(innerbetrieblichen
L
e
i
s
t
u
n
g
e
n
)
 
（注）
27
品
期
末
棚
卸
高
の
増
加
額
の
湯
合
に
は
原
価
（価値創造計算）
お
よ
び
製
簿記
DM 
減価償却費 83,065
DM 
危険損失 12,313 
原価計算
DM 
95,094 
DM 
9,200 
値
創
造
計
算
の
貸
方
項
目
に
つ
い
て
も
例
え
果
計
算
に
お
い
て
調
整
し
て
い
る
。
ま
た
価
的
な
計
算
把
握
」
を
行
っ
て
、
そ
れ
を
総
成
価
値
で
計
算
し
て
「
正
し
い
純
粋
生
産
経
済
加
を
述
べ
て
い
る
（
第
六
表
参
照
）
。
す
な
わ
危
険
損
失
の
評
価
の
変
更
と
「
原
価
計
算
的
利
子
」
項
目
の
付
6̂
Tageswert,,)
が
決
定
的
で
あ
る
と
し
、
減
価
償
却
費
及
び
ち
上
記
の
よ
う
な
仮
定
の
下
で
原
価
計
算
的
第六表
借方
前給付原価：
(1)原材 g費 1,061,214
一購買計割引 31,836 
(3)（原価計算的）減価償却費
(5)外部用役費
(7)（原価計算的）危険費
特別の評価での価値創造計算
価値創造計算としての経営成果計算 黛方
価値創造（稜極項目）：
(2)労 働 収 益
譲本贔懇（原厖計算的）岳1J子
1 =900,000DMの7一彩
2 
計
計
1,029,378 
95,094 
200,342 
9,200 
1,334,014 
340,890 
146,568 
67,500 
554,958 
1,888,972 
総収益：
総売上 1,884,419 
一阪売計算割引 56, 533 1,827,886 
（原価計算的）に計算された製品の増加800
設備の自家製造 46,679 
計 1,875,365
価値創造（消極項目）：
資本収益：
（原価計算的）計算利子の超過分 13,607 
計 13,607
五
九
借方 総
（簿記的）減価償却費 83,065 
（簿記的）危険費 12,313 
計算利子の
13,607 
増加 800 
31,836 
18,844 
11,622 
1,414 
照表利益 66; 699 
240,20O 
成一
95,378 
果計算
（原F計算的）減価償却費 95,094
（原il計算的）危険費 9, 200 104, 294 
（原価計算的）計算利子 一 67,500
評価された製品の増加 696 
引（同上） 56,533 
る割引控除 10,613 
及び臨時収益 564 
1,888,972 
資力
240,200 
160 
で
あ
っ
た
の
を
、
同
一
の
資
本
で
操
業
を
行
う
場
合
に
は
常
に
同
じ
資
本
収
益
が
斉
ら
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
原
価
計
算
的
利
以
上
レ
ー
マ
ン
は
設
備
賃
借
料
の
分
解
、
計
算
割
引
額
の
除
去
、
原
価
計
算
価
値
に
よ
る
減
価
償
却
費
・
危
険
費
・
製
品
棚
卸
増
加
・
設
備
の
自
家
製
造
高
•
そ
の
他
の
経
営
内
部
給
付
高
の
評
価
変
更
、
お
よ
び
原
価
計
算
的
利
子
率
に
よ
る
資
本
収
益
の
算
定
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
価
値
創
造
計
算
が
純
粋
に
経
営
が
産
出
し
た
給
付
を
測
定
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
価
値
創
造
計
算
に
含
ま
れ
る
財
務
・
信
用
関
係
を
除
去
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
思
考
は
同
一
生
産
条
件
の
下
に
お
い
て
は
凡
ゆ
る
財
務
関
係
・
資
本
関
係
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
客
観
的
に
同
一
の
原
価
し
た
が
っ
て
同
一
の
価
値
創
造
額
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
経
営
が
産
出
し
た
価
値
創
造
の
把
握
の
た
め
に
絶
え
ず
純
粋
生
産
経
済
面
（
狭
義
の
経
営
概
念
）
を
問
題
と
し
財
務
経
済
面
を
排
除
し
た
の
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
多
く
の
示
唆
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
る
。
し
か
し
こ
こ
で
レ
ー
マ
ソ
は
、
他
人
資
本
利
子
・
臨
時
損
益
及
び
そ
の
他
の
財
務
経
済
的
要
素
を
総
成
果
計
算
に
入
れ
て
価
値
創
造
計
算
よ
り
排
除
し
、
そ
の
代
り
に
資
本
収
益
(
1
1
経
営
利
潤
）
の
算
定
に
一
定
の
原
価
計
算
的
利
子
を
適
用
し
て
、
同
一
資
本
に
よ
る
同
一
の
価
値
創
造
（
そ
の
一
部
↓
利
澗
）
額
を
認
識
す
る
。
こ
の
点
に
彼
の
経
営
概
念
更
に
は
個
別
経
営
の
観
点
か
ら
の
価
値
創
造
認
識
に
つ
い
て
の
限
界
が
存
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
レ
ー
マ
ン
の
経
営
概
念
に
あ
っ
て
は
生
産
単
位
と
し
て
の
経
営
と
財
務
単
位
と
し
て
の
企
業
が
並
列
的
に
区
別
さ
れ
そ
の
結
果
、
前
者
に
お
い
て
の
み
価
値
が
創
造
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
資
本
制
企
業
と
し
て
の
経
営
経
済
は
一
方
に
お
い
て
純
粋
な
生
産
を
遂
行
す
る
と
同
時
に
ま
た
そ
の
過
程
自
体
が
価
値
を
形
成
・
増
殖
す
る
。
だ
か
ら
純
粋
生
産
経
済
面
だ
け
を
切
離
し
て
価
値
創
造
産
出
場
所
と
み
る
の
は
資
本
制
企
業
の
一
面
的
な
把
握
で
あ
る
。
問
題
は
社
会
総
資
本
1
1
国
民
経
済
の
立
場
に
立
っ
て
個
別
企
業
の
計
算
を
直
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
総
成
果
計
算
に
お
け
る
他
人
資
本
利
子
・
臨
時
損
益
子
率
を
適
用
し
て
資
本
収
益
を
算
定
し
て
い
る
。
レ
ー
マ
ソ
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
六
〇
lbl 
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
（注）
27
（注）
26
（注）
24
（注）
25
（注）
23
（注）
2
等
も
利
潤
（
価
値
創
造
）
か
ら
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
ま
た
資
本
収
益
の
算
定
に
原
価
計
算
的
利
子
率
を
適
用
し
て
絶
え
ず
同
一
の
資
本
収
益
を
確
保
す
る
と
い
う
思
考
や
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
個
別
資
本
の
立
場
に
た
つ
経
済
性
計
算
へ
の
解
消
と
い
う
方
向
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
一ノ‘
特
別
の
評
価
率
を
導
入
す
る
と
い
う
操
作
に
お
い
て
集
中
的
に
正
し
い
社
会
的
客
観
的
立
場
に
立
っ
て
価
値
創
造
の
本
来
的
な
―
つ
で
あ
る
利
潤
額
を
先
ず
確
定
し
、
そ
れ
か
ら
控
除
計
算
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
に
妥
当
な
価
値
創
造
計
算
本
稿
で
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
絶
対
額
で
表
示
さ
れ
た
価
値
創
造
を
、
レ
ー
マ
ソ
は
絶
対
的
価
値
創
造
と
呼
び
、
前
給
付
原
価
・
総
収
益
及
び
価
値
創
造
等
の
数
値
を
組
合
せ
て
、
経
営
の
経
済
性
を
比
較
考
量
す
る
比
率
を
相
対
的
価
値
創
造
と
名
づ
け
て
い
る
。
("a.a.
0.,
 
s
.
2
2
)
。
相
対
的
価
値
創
造
に
つ
い
て
は
別
稿
参
照
。
運
送
費
用
及
び
保
管
費
用
の
研
究
に
お
い
て
は
流
通
過
程
を
通
じ
て
の
企
業
間
の
取
引
が
問
題
と
な
る
。
社
会
全
体
か
ら
の
立
場
で
価
値
創
造
分
の
把
握
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
公
共
補
助
金
に
つ
い
て
の
詳
細
は
D
e
r
s
e
l
b
e
;
'
•
A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
Betri
bswirtschaftslehre. 2
 Aufl. 
1949,
 1
1 
1
3
参
照
。
こ
の
賃
借
料
の
計
算
的
取
扱
は
、
後
述
の
（
設
備
に
つ
い
て
の
）
縛
記
的
・
原
価
計
算
的
減
価
償
却
費
あ
る
い
は
簿
記
的
・
原
価
計
算
的
危
険
費
の
分
解
と
同
様
の
考
え
方
で
あ
る
。
(.̂
a.a.O.,,
s.35) 
こ
こ
で
貨
幣
価
値
の
変
動
に
対
す
る
考
え
を
み
る
と
レ
ー
マ
ン
は
価
値
創
造
は
価
値
量
で
あ
る
総
収
益
と
前
給
付
原
価
の
差
で
あ
る
か
ら
当
然
価
値
嚢
で
あ
る
と
し
、
故
に
一
般
的
価
格
水
準
の
代
表
的
な
価
格
指
数
を
選
ん
で
計
算
基
準
年
度
の
関
係
指
数
を
1
と
お
き
、
そ
の
他
の
期
間
を
基
準
年
度
の
価
格
水
準
と
比
較
し
て
指
数
を
叫
出
し
、
こ
の
数
字
で
訂
正
し
な
い
価
値
創
造
額
を
割
る
こ
と
に
よ
っ
て
貨
幣
価
値
を
修
正
す
る
。
(
"
a.a.O.,. 
s
.
s
.
8
3
|
g
)
 
製
品
在
高
の
増
減
に
つ
い
て
、
他
の
場
所
で
「
実
現
し
た
(realisierte)
価
値
創
造
」
と
い
う
項
目
で
レ
ー
マ
ン
は
大
要
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
実
現
価
値
創
造
は
、
産
出
価
値
創
造
以
外
に
、
製
品
在
高
の
変
化
が
生
ず
る
場
合
に
存
在
す
る
。
製
品
在
高
の
増
加
の
場
合
に
は
、
未
実
現
の
産
出
価
値
創
造
が
存
在
し
、
そ
の
反
対
に
製
品
在
高
の
減
少
の
湯
合
に
は
実
現
さ
れ
た
所
得
は
産
出
さ
れ
た
所
得
よ
り
多
く
存
在
す
る
。
こ
れ
を
式
で
表
わ
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
〔
涸
泣
宜
芦
奎
器
1
1
蹄
圧
宜
吉
翌
器
—
漉
翫
＃
誤
造
吾
＋
が
行
わ
れ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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六
③
価
値
創
造
思
滓
郡
＃
蛮
藻
き
。
し
た
が
っ
て
製
品
在
高
の
増
加
の
場
合
に
は
資
本
挿
入
(Kapitaleinsatz)
の
追
加
が
必
要
と
な
り
、
逆
に
製
品
在
高
の
減
少
の
場
合
に
は
資
本
の
解
放
(Freisetzung
v
o
n
 Kapital)
と
な
る
た
め
貨
幣
所
得
面
を
み
る
と
、
資
本
収
益
は
そ
れ
ぞ
れ
同
額
だ
け
減
少
あ
る
い
は
増
加
さ
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
製
品
在
高
減
少
の
場
合
の
経
営
が
、
製
品
在
高
増
加
の
湯
合
よ
り
も
、
経
営
的
理
由
か
ら
で
な
し
に
純
粋
の
財
務
的
理
由
か
ら
価
値
創
造
分
を
容
易
に
は
じ
き
出
す
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
(ê
a.a.
0.,
 
s.s.79|83) 
な
お
、
製
品
在
高
の
増
減
に
関
し
て
は
、
Derselbe;
"
D
i
e
 
Produktivitat 
d
e
r
 
Arbeit u
n
d
 d
e
r
e
n
 
M
e
s
s
u
n
g
 
ZfB•Nr7 
/8. 
27 Jahrgang. s.s.39814X)
参
照
。
経
営
計
算
は
目
的
計
算
で
あ
る
た
め
に
、
計
算
目
的
の
変
化
に
応
じ
て
種
々
の
課
題
を
果
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
価
値
創
造
計
算
も
こ
の
例
に
も
れ
ず
多
く
の
応
用
領
域
(
A
n
w
e
n
d
u
n
g
s
g
e
b
i
e
t
e
)
を
も
つ
。
こ
の
応
用
領
域
に
つ
い
て
レ
ー
マ
ン
は
、
網
羅
的
で
な
い
と
こ
と
わ
っ
て
三
つ
の
領
域
す
な
わ
ち
、
山
経
営
の
給
付
測
定
に
役
立
つ
価
値
創
造
計
算
、
図
全
従
業
員
の
成
果
参
加
の
思
考
の
実
行
に
役
立
つ
価
値
創
造
計
算
(
D
i
e
W
 
e
r
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
s
r
e
c
h
n
u
n
g
 i
m
 
D
i
e
n
s
t
e
 d
e
r
 V
e
r
w
i
r
k
l
i
c
h
u
n
g
 d
e
s
 G
e
d
a
n
k
e
n
s
 d
e
r
 E
r
g
e
b
n
i
s
b
e
t
e
i
l
i
g
u
n
g
 d
e
r
 B
e
l
e
g
s
c
h
a
f
t
)
、
考
で
の
取
引
税
原
則
の
変
容
を
あ
げ
て
い
る
。
第
一
の
応
用
領
域
で
あ
る
経
営
給
付
測
定
に
役
立
つ
価
値
創
造
計
算
は
、
経
営
特
に
産
業
経
営
の
給
付
の
尺
度
値
と
し
て
価
値
創
造
計
算
を
利
用
す
る
こ
と
．
で
あ
り
前
述
で
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
レ
ー
マ
ン
は
こ
の
応
用
領
域
に
つ
い
て
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
（注）
28
と
し
て
、
ま
ず
価
値
創
造
計
算
は
価
値
計
算
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
価
値
創
造
計
算
は
時
間
に
関
す
る
計
算
で
あ
り
、
又
形
式
的
に
は
（注）
29
所
謂
原
価
種
類
成
果
計
算
に
属
す
る
計
算
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
種
々
な
る
収
益
が
期
間
的
に
区
分
さ
れ
た
原
価
種
類
と
対
立
さ
れ
る
よ
う
な
計
算
と
し
て
、
原
価
財
お
よ
び
収
益
財
の
数
量
を
、
原
価
お
よ
び
収
益
に
も
ど
し
ま
た
、
こ
の
財
貨
量
を
発
展
比
レ
ー
マ
ソ
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
一ノ‘
(
I
)
n
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レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
較
実
施
の
た
め
に
不
変
の
、
正
常
あ
る
い
は
固
定
価
格
(
N
o
r
m
a
l
'
o
r
d
e
r
Festpreise)
ま
た
は
標
準
価
格
(Standardpreise)
（注）
30
で
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
第
二
の
応
用
領
域
が
特
に
重
要
視
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
従
業
員
の
成
果
参
加
の
問
題
は
経
営
経
済
的
な
、
ま
た
い
わ
ん
や
計
算
上
の
問
題
で
は
な
く
経
営
社
会
的
な
問
題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
経
営
成
果
に
つ
い
て
の
こ
の
従
業
員
の
参
加
は
経
営
内
の
主
要
な
社
会
関
係
者
間
の
調
整
に
貢
献
す
る
場
合
に
の
み
目
的
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
レ
ー
マ
ン
は
成
果
参
加
に
お
い
て
は
思
考
的
・
計
算
的
に
は
何
ら
か
の
形
式
に
よ
っ
て
経
営
の
総
成
果
(
G
e
s
a
m
t
e
r
g
e
b
n
i
s
)
か
ら
出
発
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
従
業
員
に
分
配
さ
れ
る
べ
き
総
成
果
は
経
営
の
売
上
(
1
1
経
営
総
収
益
）
で
も
、
損
益
(
1
1
経
営
及
び
企
業
の
資
本
収
益
）
で
も
な
く
、
経
営
価
（注）
31
レ
ー
マ
ン
は
こ
の
成
果
参
加
（
分
配
）
計
算
を
彼
の
方
法
と
ル
ッ
カ
ー
の
方
法
お
よ
び
シ
ュ
テ
ー
ベ
の
方
法
と
を
対
比
し
て
示
し
て
い
る
が
、
今
そ
れ
ら
の
各
々
の
特
徴
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
（
第
七
表A
—
C
参
照
）
。
一ノ＇ヽ
第
一
に
レ
ー
マ
ン
の
方
法
(A)
で
あ
る
が
、
彼
は
ま
ず
保
険
料
を
前
給
付
原
価
（
外
部
用
役
費
）
内
に
お
い
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
こ
こ
で
特
徴
的
な
の
は
公
共
収
益
を
利
益
に
依
存
し
な
い
税
(
N
i
c
h
t
g
e
w
i
n
n
a
b
h
a
n
g
i
g
e
利
益
に
依
存
す
る
税
(
G
e
w
i
n
n
a
b
h
a
n
g
i
g
e
Steuer) 
(
1
1
公
共
収
益
Il)
に
区
別
し
て
、
後
こ
の
こ
と
を
彼
は
利
益
に
依
存
す
る
税
の
高
さ
が
（
特
に
法
人
税
）
、
経
営
成
果
の
み
な
ら
ず
財
務
経
済
的
要
因
（
他
人
資
本
利
子
•
投
資
収
益
・
経
営
外
的
臨
時
損
益
等
）
に
よ
っ
て
、
ま
た
当
面
の
関
係
に
お
い
て
は
経
営
成
果
に
対
す
る
従
業
員
の
参
加
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
た
め
必
然
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
公
共
収
益
の
一
つ
で
あ
る
利
益
に
依
存
す
る
税
(
1
1
公
共
収
益
JI)
を
、
価
値
創
造
分
か
ら
利
澗
の
控
除
項
目
へ
と
排
除
す
る
段
階
と
み
る
こ
者
を
経
営
資
本
収
益
の
下
に
総
括
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
Steuer) 
(
1
1
公
共
収
益
I
)
と、
い
て
は
前
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
値
創
造
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
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第七表 経営成果の価値創造による確認の三つの方法 (A） 
レ’ マ ン' の 方
法
成果計算：
借 方 貸 方
総 主副収要売益売 上 1,535729,0781 3 
メロ 計 1,931,794 1,931,794 
前岳保脇（給原助価付g齢計.険算原g閤的価4）料謳危料険晨．費動輝力費
呼571,795 
419 
, 667 
198,675 
95,094 
9,200 
ムロ 計 1,365,850 1,365,850 
成支法総果払的従業及＝賃価び員金値任の給成創意造料的果社割会当費分
234379305,,9095810 4 59
労働収益 339,954 
取本存引い税収す及益＝る税び公及共そび）収公の他益共収のI利益に依存しな
資 益I （利益に依
60,239 
合 計
165,751 
565,944 
1,931,794 1,931,794 
総成果計算： 借方 貸方
成（原果価計計算算か的ら）の減危資価険本償費収却益費及び公共収益I
165,751 
95,094 
9,200 104,294 
靡麿襦塁屡却費
83,065 
12,313 95,378 
員公年共度収鮎貸益借対n馘照＝利表屡益利庸に益依存する税
19,853 
564 
86941,264814 0 
270,609 270,609 
レ
ー
マ
ソ
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
創
造
よ
り
、
「
成
果
」
が
高
く
な
っ
て
い
し
た
が
っ
て
レ
ー
マ
ン
の
い
わ
ゆ
る
価
値
他
人
資
本
利
子
を
成
果
の
中
に
包
含
し
、
ら
除
外
し
て
い
る
こ
と
、
外
部
用
役
費
相
違
は
公
共
収
益
を
完
全
に
成
果
計
算
か
つ
ぎ
に
ル
ッ
カ
ー
の
方
法
(B)
で
あ
る
（
注
）
3
2
が
、
こ
の
方
法
と
レ
ー
マ
ン
の
方
法
と
の
（
保
険
料
）
・
減
価
償
却
費
・
危
険
損
失
・
る
こ
と
、
お
よ
び
成
果
総
合
計
に
四
0
%
あ
る
。
点
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
も
の
で
そ
の
取
扱
い
に
対
す
る
彼
の
―
つ
の
問
題
ー
マ
ン
の
思
考
は
租
税
の
本
質
の
理
解
と
に
送
り
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
レ
に
規
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
総
成
果
計
算
部
分
を
彼
の
い
わ
ゆ
る
財
務
経
済
的
要
因
と
が
出
来
、
租
税
(11
公
共
収
益
）
の
六
四
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第七表 (B） 
Iレ ッ ヵ
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
成果計算：
総収益
主要 売 上
副売上
部分ー前給付原価
原 材 料
補助一，経営材料，動力費
外部用役費（保険料を除く）
合
合 計
成果＞価値創造
支払賃金
法的及び任意社会費
労働者の成果割当
"Value added"での労働者の割当
料
る社会費
料的）
） 
他人資本利子
残高
"Value added"での企業の割当
合計
計
ーの
借
571,795 
489,419 
198,675 
1,259,889 
64591020576031010
6
7065313853837145 
墨
壱
児
登
品
砥
計画
可
1,259,889 
268,760 
総成果計算：
成果計算からの残高
レーマンの意味の公共収益I
闘閥：麟韻
レーマンの意味の公共収益lI
年度貸借対照表利益
借
403,145 
671,905 
1,931,794 
互
貸 方
1,559,011 
372,783 
1, 931, 794 1, 931, 794 
貸
60,239 
1,414 
71,437 
87,311 
220, 401 | 
1,931,794 
方
219,837 
564 
220,401 
六
五
る
た
め
に
こ
の
数
的
結
果
は
、
製
造
過
程
の
の
労
賃
部
分
が
彩
的
に
不
変
で
あ
定
が
、
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
・
ア
デ
ッ
ド
し
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
こ
の
湯
合
の
仮
こ
れ
よ
り
支
払
賃
金
・
法
的
及
び
任
意
社
会
す
る
と
と
も
に
、
同
様
の
方
法
で
成
果
総
合
し
、
そ
れ
よ
り
残
高
分
で
あ
る
経
営
利
澗
を
ま
た
他
方
、
製
造
計
算
（
経
営
計
算
）
お
よ
び
財
務
計
算
の
首
尾
一
貫
し
た
区
分
に
立
脚
added) 
(
V
a
l
u
e
 
計
算
的
思
考
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
ず
、
（
価
値
創
造
計
算
）
が
一
方
に
お
い
て
原
価
ー
の
方
法
に
つ
い
て
レ
ー
マ
ン
は
成
果
計
算
算
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ル
ッ
カ
計
に
六
0
彩
を
か
け
て
企
業
割
当
分
を
算
出
n
d
)
を
引
い
て
労
働
者
の
成
果
割
当
を
算
出
費
(Gesetzl.
u. 
freiw. 
Sozialaufwa, 
を
か
け
て
労
働
者
の
成
果
割
当
分
を
計
算
し
,66 
ま
た
シ
ュ
テ
ー
ベ
は
以
上
の
観
点
よ
り
社
会
関
係
資
本
集
約
化
の
作
用
が
賃
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
な
い
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
ル
ッ
カ
ー
の
方
法
は
減
価
償
却
費
の
認
識
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
公
共
収
益
を
成
果
計
算
か
ら
除
外
し
て
い
る
こ
と
、
保
険
料
・
危
険
損
失
を
前
給
付
原
価
か
ら
排
除
し
て
い
る
点
へ
お
よ
び
管
理
労
働
の
対
価
で
あ
る
支
払
給
料
分
を
労
働
収
益
か
ら
除
外
し
て
資
本
収
益
に
含
め
て
い
る
点
に
お
い
て
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
~
（
注
）
3
3
最
後
に
シ
ュ
テ
ー
ペ
の
方
法
(C)
で
あ
る
が
、
彼
は
レ
ー
マ
ン
と
同
様
に
前
給
付
原
価
を
把
握
し
、
ま
た
一
面
に
お
い
て
原
価
計
算
的
思
考
に
支
配
さ
れ
他
方
経
営
計
算
と
財
務
計
算
を
峻
別
し
て
い
る
が
主
要
な
相
違
点
は
、
レ
ー
マ
ン
が
従
業
員
全
体
を
資
本
関
係
者
に
対
立
さ
せ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
資
本
提
供
者
と
総
従
業
員
間
の
利
害
対
立
の
み
な
ら
ず
、
更
に
従
業
員
内
で
実
行
労
働
者
と
指
揮
労
働
者
間
に
も
利
害
対
立
が
あ
る
と
し
て
、
計
算
上
三
つ
の
社
会
関
係
者
す
な
わ
ち
狭
義
の
従
業
員
（
総
成
果
に
六
0
彩
を
乗
じ
こ
れ
に
照
応
す
る
絶
対
額
か
ら
す
で
に
支
払
わ
れ
た
合
計
を
引
い
て
成
果
参
加
の
分
前
を
算
出
す
る
。5
0
5
,
7
0
5
~
、
て
ヽ
X
6
0
%
1
1
3
0
3
,
4
2
3
4‘
て
ヽ
。
3
0
3
,
4
2
3
°
"
J
v
ヽ
ー
(
1
8
3
,
6
7
0
"
、
て
ヽ
＋
6
9
,
2
0
0
"
、
て
ヽ
）11
5
0
,
5
5
3
"
ヽ
て
ヽ
）
、
答
目
呻
i土
空
ハ
一0%
）
、
盗
手
本
・
皿
g
床
去t
(
-
―1
0
~
)
よ
り
構
成
さ
れ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
計
算
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
レ
ー
マ
ン
も
「
そ
の
他
の
従
業
員
労
働
力
に
特
別
な
地
位
を
与
え
る
こ
と
が
成
果
参
加
の
導
入
の
場
合
に
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
経
営
あ
る
い
は
企
業
の
指
揮
労
働
力
は
資
本
収
益
に
よ
っ
て
依
（注）
34
存
す
る
利
益
配
当
(Tantiemen)
を
も
つ
か
ら
」
と
述
ぺ
て
肯
定
し
て
い
る
。
者
の
一
構
成
員
と
し
て
レ
ー
マ
ン
が
み
て
い
た
国
家
(
1
1
公
共
収
益
創
造
者
）
を
除
外
し
、
こ
の
公
共
収
益
の
中
、
取
引
税
お
よ
び
利
益
に
依
存
し
な
い
税
(
1
1
公
共
収
益
I
)
を
前
給
付
原
価
の
中
に
算
入
し
、
他
方
利
益
に
依
存
す
る
税
(
1
1
公
共
収
益
Il)
を
総
成
果
計
算
に
お
い
て
控
除
し
て
い
る
。
管
理
労
働
を
資
本
収
益
に
依
存
す
る
も
の
と
し
て
（
狭
義
の
）
実
行
労
働
と
区
分
し
て
い
る
こ
と
は
シ
ュ
テ
ー
ペ
の
す
ぐ
れ
た
点
で
あ
り
、
ま
た
公
共
収
益
の
一
部
分
を
成
果
計
算
か
ら
除
外
し
て
い
る
こ
と
は
彼
の
卓
見
と
み
る
こ
と
が
レ
ー
マ
ソ
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
六
六
167 
第七表 (C) 
シ ユ テ の
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
成
総
果計算：
収益
主要売上
副売上
合
拡充された前給付原価
原材料
補助ー及び経営材料，動力費
保険料
その他の外部用役翡
（原価計算的）減価償却費
（原価計算的）危険費
前給付原価（レーマソによる）
公共収益I＝取引税及び利益に依存し
ない税
ーベ
借
方法
方 貸 方
合
計
計
成果＜
支払賃金給料（管理人を含まない）
法定及任意社ム費
従業員の成果爾当（管理人を含まない）
従業員の労働収益
管理人給料
管理人の成果割当
管理人の労働収益
資本収益（＝残高）
合 計
571,795 
489,419 
1,667 
198,675 
95,094 
9,200 
1,365,850 
60,239 
1,426,089 
183,670 
69,200 
50,553 
303,423 
15,000 
35,570 
50,570 
1,426,089 
303,423 
50,570 
151,712 
505,705 
1,931,794 
方
1,559,011 
372,783 
1,931,794 1,931,794 
総成果計算：
資本収益＝成果計算の残高
（原価計算的）減価償却費
（原価計算的）危険費
（簿記的）減価償却費
（薄記的）危険損失
他人資本利子
経営外及び臨時収益
経営外及び．＂時費用
レーマンの誓味の公共収益I
年度貸借対照表利益
借 貸
83,065 
12,313 
95,094 
9,200 
1,931,794 
方
151,712 
104,294 
95,378 
19,853 
1,414 
62,967 
76,958 
256,570 
564 
25§, 570 
ハ七
な
わ
ち
そ
の
集
中
的
な
表
現
は
干
の
問
題
点
が
み
ら
れ
た
。
す
マ
ン
の
価
値
創
造
的
思
考
に
若
象
的
な
適
用
に
お
い
て
、
レ
ー
ろ
に
よ
っ
て
述
べ
て
来
た
が
、
え
よ
う
。
具
体
的
な
応
用
領
域
で
あ
る
従
の
例
を
レ
ー
マ
ン
の
と
く
と
こ
こ
の
価
値
創
造
計
算
の
最
も
現
業
員
の
成
果
参
加
計
算
の
三
つ
以
上
価
値
創
造
計
算
の
最
も
識
に
一
考
を
要
す
る
も
の
と
い
味
に
お
い
て
租
税
の
本
質
の
認
は
レ
ー
マ
ン
の
方
法
と
同
じ
意
よ
っ
て
公
共
収
益
(
I
)
を
前
給
付
原
価
の
中
に
包
含
し
た
こ
と
出
来
る
が
、
そ
う
す
る
こ
と
に
168 
（注）
32
（注）
29
（注）
30
（注）
31
（注）
28
つ
ぎ
に
管
理
労
働
の
考
え
方
、
そ
し
て
最
後
に
保
険
料
の
把
握
の
し
か
た
で
あ
っ
た
。
正
し
い
成
果
参
加
計
算
の
実
施
は
正
し
い
価
値
創
造
の
認
識
か
ら
出
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
な
す
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
で
も
（注）
35
強
調
し
た
い
。
最
後
に
価
値
創
造
計
算
の
第
三
の
応
用
領
域
に
つ
い
て
は
、
課
税
目
的
な
い
し
今
日
の
取
引
税
の
修
正
の
た
め
、
価
値
創
造
計
算
を
（注）
36
利
用
す
る
こ
と
を
問
題
と
し
、
「
価
値
創
造
税
」
に
よ
る
取
引
税
の
代
替
の
必
要
性
を
問
題
提
起
の
形
で
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
価
値
創
造
は
経
営
全
体
、
部
分
領
域
お
よ
び
個
々
の
部
分
給
付
に
対
し
て
確
認
さ
れ
る
故
、
三
つ
の
種
類
が
生
ず
る
。
~
時
問
関
係
的
(
N
e
i
t
r
a
u
m
,
b
e
z
o
g
e
n
e
)
価
値
創
造
計
算
：
・
（
原
価
計
算
的
）
原
価
種
類
計
算
が
時
問
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
思
考
上
、
対
比
さ
れ
る
。
図
領
域
関
係
的
(
B
e
r
e
i
c
h
e
'
b
e
z
o
g
e
n
e
)
価
値
創
造
計
算
…
原
価
場
所
計
算
す
な
わ
ち
原
価
を
経
営
の
個
々
の
部
分
領
域
な
い
し
職
能
1
1
責
任
領
域
に
負
担
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
と
照
応
。
③
客
体
関
係
的
(
O
b
j
e
k
t
e
,
b
e
z
o
g
e
n
e
)
価
値
創
造
計
算
：
・
原
価
負
担
者
計
算
が
、
原
価
を
原
価
負
担
者
あ
る
い
ほ
原
価
計
算
客
体
に
計
算
す
る
と
い
う
こ
と
に
照
応
。
し
か
し
価
値
創
造
計
算
と
原
価
計
算
に
は
実
質
的
に
次
の
よ
う
な
区
別
が
存
在
す
る
と
い
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
原
価
計
算
：
・
原
価
思
考
に
支
配
さ
れ
過
去
に
向
け
ら
れ
た
計
算
領
域
。
価
値
創
造
計
算
…
収
益
思
考
が
決
定
的
で
あ
り
、
未
来
に
向
け
ら
れ
た
計
算
領
域
。
故
に
価
値
創
造
計
算
は
原
価
計
算
特
に
製
造
原
価
計
算
と
は
思
考
上
関
係
な
く
収
益
計
算
特
に
消
費
収
益
計
算
(
V
e
r
w
e
n
d
u
n
g
s
e
r
t
r
a
g
s
,
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
)
と
関
係
す
る
。
(
＾
â.a.O.,, 
s.s. 1
0
0ー
102)
（
消
費
収
益
計
算
に
つ
い
て
は
D
e
r
s
e
b
e
;
"
I
n
d
u
s
t
r
i
e
 Kalkulation,, 
s.23ff.
参
照
）
。
原
価
種
類
成
果
計
算
に
つ
い
て
は
D
e
r
s
e
l
b
e
;
"a.a. 0.,, 
s.s.68ー
-69
7
a
|
c
表
参
照
。
D
e
r
s
e
l
b
e
;
 
"a.a.O.,, 
s.184ff.
参
照
。
こ
こ
で
従
業
員
の
成
果
参
加
が
な
さ
れ
る
経
営
成
果
計
算
を
成
果
計
算
と
し
、
そ
れ
に
照
応
し
て
分
配
商
(
V
e
rte i u
n
g
s
q
 uote)
が
計
算
さ
れ
る
数
値
を
成
果
（
経
営
成
果
）
と
呼
ん
で
い
る
。
(
"
a.a.O.,, 
s.92) 
ル
ッ
カ
ー
プ
ラ
ソ
は
、
一
九
五
一
年
、
カ
ナ
ダ
で
の
カ
ナ
ダ
労
働
動
態
会
議
(
C
a
n
a
d
i
a
n
,
W
o
r
k
,
D
y
n
a
m
i
c
,
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
)
に
お
い
て
ル
ッ
カ
ー
が
行
っ
た
「
賃
金
圧
迫
の
増
大
の
調
整
と
し
て
の
生
産
性
」
と
い
う
報
告
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
五
二
年
ド
イ
第
一
に
公
共
収
益
の
取
扱
い
、
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
六
八
1.69 
レ
ー
マ
ソ
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
（注）
37
以
上
私
は
レ
ー
マ
ン
の
所
説
に
よ
り
な
が
ら
彼
の
「
価
値
創
造
及
び
価
値
創
造
計
算
の
意
義
・
原
理
」
、
「
価
値
創
造
計
算
の
形
体
及
び
実
行
の
個
々
の
問
題
」
お
よ
び
「
価
値
創
造
計
算
の
応
用
領
域
」
に
つ
い
て
、
若
干
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
正
し
い
経
営
概
念
の
把
握
、
社
会
的
に
主
張
し
う
る
原
価
概
念
の
認
識
に
よ
っ
て
、
真
の
意
味
の
価
値
創
造
計
算
が
展
開
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
て
純
粋
な
経
営
産
出
所
得
の
測
定
が
可
能
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
レ
ー
マ
ン
が
価
値
創
造
的
思
考
を
個
別
（注）
37
企
業
の
計
算
に
導
入
し
彼
の
経
営
統
計
理
論
の
支
柱
と
し
て
い
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
（注）
38
（注）
39
な
い
。
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
積
極
的
に
価
値
創
造
思
考
を
個
別
経
営
の
計
算
方
式
に
具
体
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（注）
36
（注）
34
（注）
35
（注）
3
価
値
創
造
計
算
は
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
産
業
経
営
統
計
の
専
門
的
も
し
く
は
実
質
的
側
面
を
担
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
X 
X 
x
 
六
九
ツ
・
ル
ッ
カ
ー
プ
ラ
ソ
協
会
に
よ
っ
て
独
訳
出
阪
さ
れ
た
。
^
＾
E
r
g
e
b
n
i
s
b
e
t
e
i
l
i
g
u
n
g
 d
e
r
 P
r
o
d
u
k
t
i
o
n
s
p
a
r
t
n
e
r
 a
u
f
 
d
e
r
 
b
e
t
r
i
e
b
l
i
c
h
e
n
 
W
e
r
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
,
,
 
N
t
i
r
n
b
e
r
g
.
 
1
9
5
3
 
で
発
表
さ
れ
た
。
D
e
r
s
e
l
b
e
;
 
"
L
e
i
s
t
u
n
g
s
m
e
s
s
u
n
g
 d
u
r
c
h
 W
e
r
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
s
r
e
c
h
n
u
n
g
,
,
 s.98 
な
お
レ
ー
マ
ン
は
こ
の
従
業
員
の
成
果
参
加
は
経
営
社
会
関
係
者
問
の
惑
情
関
係
の
改
善
に
役
立
ち
、
し
た
が
っ
て
給
付
向
上
に
役
立
つ
も
の
で
あ
り
、
も
し
こ
れ
が
、
あ
る
相
対
的
価
値
創
造
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
参
照
）
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
依
存
す
る
と
な
お
強
力
な
方
法
で
計
算
さ
れ
る
と
附
記
し
て
い
る
。
("a.a.O.,,
s.97) 
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
現
行
取
引
税
法
第
八
条
の
存
在
か
ら
、
取
引
税
は
あ
る
根
本
的
な
誤
り
を
も
っ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
例
え
ば
一
九
一
九
年
の
C
.
F
.
v. 
S
i
e
m
e
n
s
;
 
"
V
e
r
e
d
e
l
t
e
 U
m
s
a
t
z
s
t
e
u
e
r
,
,
に
よ
る
取
引
税
の
法
律
的
修
正
の
動
き
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
絶
対
的
価
値
創
造
の
計
算
値
で
の
課
税
原
理
の
補
完
が
提
唱
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
レ
ー
マ
ソ
は
こ
の
よ
う
な
価
値
創
造
税
に
よ
る
取
引
税
の
代
替
を
強
調
し
、
そ
の
場
合
価
値
創
造
計
算
の
内
容
的
精
密
性
及
び
形
式
的
単
純
化
が
前
提
で
あ
る
と
し
て
注
意
を
促
し
て
い
る
。
(ĉ
a.a.O.,,
s.s.99|100) 
し
た
が
っ
170 
（注）
38
（注）
39
に
彼
の
経
営
統
計
理
論
は
つ
ぎ
の
一
1
一
部
か
ら
な
る
。
―
'
G
r
u
n
d
f
r
a
g
e
n
u
n
a
 S
a
c
h
g
e
b
i
e
t
e
 d
e
r
 industriellen Betriebsstati, 
stik,, 
1
9
5
3
.
^
'
L
e
i
s
t
u
n
g
s
m
e
s
s
u
n
g
 d
u
r
c
h
 
Wertschopfungsrechnun~,, 
1
9
5
4
 (＊
f
章
臼
）
。
"
M
e
t
h
o
d
e
n
 u
n
d
 T
e
c
h
i
n
i
k
 
d
e
r
 Betriebsstatistik,, 
(
v
o
r
b
e
r
e
i
t
u
n
g
)
.
な
お
価
値
創
造
は
労
働
生
産
性
の
測
定
、
経
営
比
較
に
お
い
て
も
そ
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
る
。
(
D
e
r
s
e
l
b
e
;
"
D
i
e
 P
r
o
d
u
k
t
i
v
i
t
a
t
 
d
e
r
 A
r
b
e
i
t
 u
n
d
 d
e
r
e
n
 
M
e
s
s
u
n
g
,
,
N
.
f
.
B
.
 2
7
J
a
h
r
g
a
n
g
 Nr6•Nr.7/8. 
Nrll•Nr12, 
D
e
r
s
e
l
b
e
;
 
"
l
n
d
u
s
t
r
i
e
l
l
e
 Betriebsvergleiche,, 
1
9
5
7
 ~
昭
~
）
。
近
代
経
済
学
に
お
い
て
は
国
民
所
得
論
の
立
場
か
ら
社
会
会
計
論
と
し
て
―
つ
の
ア
ブ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
原
価
理
論
と
価
値
創
造
計
算
の
融
合
に
は
流
通
論
・
再
生
産
論
等
多
く
の
媒
介
環
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
具
体
的
な
展
開
は
多
く
の
困
難
を
と
も
な
う
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
日
論
究
す
る
と
し
て
、
本
稿
で
は
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
述
ぺ
て
み
た
。
勿
論
多
く
の
不
備
な
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
大
方
の
教
示
を
得
て
他
日
の
完
成
を
期
し
た
く
思
っ
て
い
る
。
（
本
稿
は
筆
者
の
「
レ
ー
マ
ソ
経
営
理
論
研
究
」
の
一
部
で
あ
る
）
。
レ
ー
マ
ン
「
価
値
創
造
計
算
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
上
）
（
一
九
五
八
・
ニ
・
一
）
七
〇
